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序 に 代 え て

わ が国 の社 会経 済 の 発 展は め ざ ま しい ものが あ り,そ れ に と もな う情報処 理 の需 要 は 飛 躍的 に増 大

しつ つ あ り ます。

また,情 報処 理 そ の もの も第3世 代コン ピュー タの 登 場以来,そ の利 用分 野の拡 大 と と もに経営 の意

思決 定 シス テム,コ ン ピ ュー タの不特 定 多数 に よる共 同利 用 とい っ た高 度化 の 方向 が検 討 さ れつ つ あ

り,従 来 の事後 処 理 的 な利 用 か ら見 ると,現 在 の 情報 処理 は大 き く変 革 してい る と もい え ます 。

この よ うな情勢 に拾 い て情報処 理 お よび 情報処理 産 業 の 前途にぱ 解 決 を要す る幾 多 の課 題 が あ りま

す。 す なわ ち現代 の企 業 は,ま す ます 大規 模 化の傾 向 にあ り,組 織 も複雑 化 しつ つ あ り ます 。 この た

め組織 で 扱 われ る 情 報 も増 大 す る一 方 で,企 業の 経 営 におい ては 情報 処 理が重 要 な問題 とな り・ 組織

の あ らゆる 人 に,必 要 な と きに必 要 な情 報 を,必 要 な形 で与 え るこ とので きる よ うな情報 シ ス テ ムの

確 立が 強 く望 まれ て きてお り ます。

企 業 にお い て情報処 理 シス テ ムを 合理 的 に運 用す る た め,現 在広 くコンピ ュー タ ・メー カ,ユ ーザ,

ソフ トウェ ア会 社等 に お い て各種 の ソフ トウ ェ アの開 発 が行 なわ れ てお ります が・ その 開発 に 要す る

労力 と 費用 は 莫大 な もの で あ り ます 。

当財 団の プ ログ ラ ム登 録制 度 は,こ れ ら各 方 面で 開 発 された 各種 の プ ログ ラムを相 互 に利 用す ると

とに よって,コ ン ピュ ー タの利 用 を 促進 す る とと もに,ソ フ トウェ ア開発 費 用 の二 重投 資を避 ける こ

とを 目的 とす る もの で あ り ます が,必 ず し も ソフ トウェア の流通 が 十 分には 行 なわ れ てい な い現 状 で

あります。

この た め,当 財 団に おい ては,今 般米 国 に おけ る代 表的 な ソフ トウ ェア流通 サ ー ビス機 関 であ るエ

GP,OOSMエCの 実 情k・よびソ フ トウェア 市場 に 発生 してい る諸 問題 を調 査い た しま した 。

本 報 告書 はこれ らの調 査結 果 と45年 度 におけ るプ ログ ラ ム登 録 の結 果 を とbま と めた もので あ り

ます。

な お,こ の 事業 は 日本 自転 車振 興 会 の機械 工業 資 金 に ょる 「昭 和45年 度 情報処 理 技 術 者の研 修等

補 助 事業 」 の うち 「プログラム ・ライブラ リー の整 備」 関 係事業 の一環 と して実施 した もので あ ります。

本報 告 が,各 方 面 に 利用 され,わ が 国 情報処 理産 業 発 展の一 助 と し て寄与 で きます よう念 願い たす

次第 で あり ます 。

昭和44年6月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1.ソ フ トウエ ア産 業 の台 頭

色

ソ フ トウエ ア とい う耳 慣 れ ぬ言 葉 が 日常生 活 の中 に入 り込 み,市 民権 を得 た のは つい 最 近 の こ とで

あ る。

コ ン ピ ュー タが"電 子 計算 機"と い う語 感 で と らえ られ,ど ん なふ うに使 わ れ てい るか とい うこ と

よ りも持 っ てい るか ど うかが 問 題に され ていた 頃 は,コ ン ピ ュLタ は機 械 その ものを意味 してい た。

しか し,コ ン ピ ュー タは 使い 方 次 第 とい うことが,機 械 の性 能 向上 と ともにわか って くる に した が い,

ソ フ トウエ ア とい う言 葉 が 問題 とされ重 視 される よ うにな って きた。

特 に現 在 では コ ン ピ ュー タを買 うとい う よりは む しろ,コ ン ピ ュー タの能 刀 を,さ らに は コ ン ピュー

タで利 用 して作 られ た 鴨情報"を 買 うとい った考 え方 が 強 くな って お り,ソ フ トウエ ア ・サ ー ビスが

急速 に脚 光 を浴 び つ つ ある。

ア メ リカで は この よ うな 情 勢 を背景 に して独立 ソフ トウ エア専 門 会社,タ イ ムシ ェア リング ・サ ー

ビス 会社,ーコ ンピ ュ 一 夕に ょる各 種情 報提 供サ ービス 会 社 な ど様 々な ソフ トウ エア ・サLビ ス業 が 続

々誕 生 して 目覚 しい成 長 ぶ りを 見せ,ハ ー ドウエ ア機器 メー カ に対抗 す る勢 力を コ ン ピ ュー タ産 業 に

築 こ うと してい る。

こ うい っ た ことか ら近 年ハ ー ドウ エアの投 資 を しの ぐ尾 大 な金 額 が この 分野 に投下 さ れ てお り,

1970年 には機 械 本 体で ある ハ ー ドウエ ア のそ れ を しの ぐまで にな る とい う。
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こ の ように ソ フ トウエ ア投 資が増 加 した理 由 と して は

(1}コ ン ピ ュLタ の設置 台数の増 加

(2}オ ン ライ ン ・システ ムの普 及,コ ン ビ=一 夕の共 同利用 な どに よb1台 のコ ン ピ ュー タを 多数

のユ ーザ が 利用 す る ようにな った こ と。

(3)第2世 代 か ら第5世 代へ の シス テ ム移 行 に と もな ってそ のア プ リケ ーシ ・ンが 簡 単 な数 値 計算

か ら現 在で は経営 情報 シス テ ム(MエS)と い っ た複 雑な情 報 管理 シ ステ ムに まで拡 大 して きた。

(4)現 在 第2世 代 か ら第5世 代 へ の シス テ ム 移行 は 完了 した とみ られ てい るが,ソ フ トウエ ア 面か

らみ る と,両 世代 間の ソフ トウエ ア ・ギ ャ ップは 埋 まってい ない。

(5)オ ンライン・システムの発達によ=用 工み⊂ 鵬s .

とい った と ころ が挙 げ られ る。

現 在 こ うい った ソ フ トウエア を提 供 してい る のはCSC,UCCと い った ソ フ トウエ ア専 門 会社,

IBMを は じめ とす る コ ンビ"一 夕 ・メー カ,RANDな ど非 営利 研究 開発 機関,銀 行,航 空 機メ ー

カ な ど大 手 コン ビ=一今夕ユ ー ザで あ りその代 表 的 企業 と ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス業 の概 況は第1-1図

の ご と くで ある。

第1-1図 ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビス 業 の 概 要

ソ フ トウエア

サ ービス産 業

ソ フ トウエア

専 ・問 企 業

コ ン ピ ュ ー タ

メ ー カ

非営 利研 究
開 発 組 織

他 業種 企業 の
mpサ ー ビス

C-E-1-R

CSO

PRO

CUC

工BMFederalSys七e皿Division

そ の 他 メ ー カ ・サ ー ビ ス

大 学

M工TRE

RAND

SDC

AerospaceCOrp

工TTDataServiceDivision

Uni七edA工rCraf七

Lockhee(1M工8si■esan(1SpaceCorp.

銀 行
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国 防省 の頭 脳 タン ク と して ス ター トしたRAND社 の 支 流で あ るSDG(SystemDevelop－

皿entCorp.)は 従 業 員1.200～1,500名 で5.000～6,000万 ドルの年 間 収入 を上 げ て い

る とい う。 このほ か 聖 工 丁口こら出 たMエT些 襲 ユ れ に軍 関 係 のAerospaceCorpも ・これに近

い実 績 で ある。

大学 では,Mエ[1],ハ ーバ ー ド大 学 らは国 防省,政 府 機関 を カス トマ ー と して最先 端 の コン ピ ュ ー

タ ・ソ フ トウ エア の開発 やシ ステ ム ・ア ナ リシス 理 論 など の展 開 を行 な ってい る。 コ ン ピ ュー タ ・メ

ー カに よる ソ フ トウエ ア ・サ ー ビスは 大 学 ・非営 利団 体 に次 ぐもので あ る
。 メ ー カはユ ーザ に コ ン ピ

ュ ー タを売 り込 むた め に ソ フ トウエ ア を開発 する 。 しか しこれ は他 社 との競 合 とい った事 情か ら,シ

ス テ ム価 格 の10～15%以 上 を投 下 す る と とは で きない。 これ らの資 金はほ とん ど基 本 的 なシ ス テ

ム ・プ ログ ラムに費 され るが,最 近 の よ うにOS,プ ロ グラ ム言 語 な ど多 彩 化に と もなっ て,そ れ す

らも十分 で は な くな りつ つ ある。 そ こ で,カ ス トマ ーが 必要 とす るア ブ リケ ー シ 。ン ・プ ログ ラムの

か な りの部 分は 開発 費を 取 って販 売 す る よ うにな ってい る。

各社 と もこの仕 事 をす る カス トマ ー ・サ ー ビス ・グ ルー プ を持 って い、るが,エBMの ■ederaユ

Syste皿8Div.の よ うに 連邦 政 府機 関 を中心 に 年 間6,000万 ドル(21.6億 円)に 近 い 収入 を

上 げ てい る とこ ろ も ある。 この メ ー カーと非営 利 団体 の 中間 的存 在 と して活躍 してい るのが ソ フ トウ

エ ア会 社で あ る。

ソ フ トウエア専 門 会 社 の こ の市場 に おけ る シェ アはわ ず か10%に す ぎな 已。 ソ フ トウエ アの 生 産

は,当 初,個 々 の カス トマ ー との契 約 に基 づ く一 件一 件 の請 負 い仕 事 で あった。 しか も最初 の うちは

軍,政 府機 関 が唯 一 の カス トマ ーと もい え る もの で あ った た めに,非 営 利団 体 と大学 にそ の 多 くが流

れた。 さ らに ソフ トウエ アを 特別 に外 注 す る とい うの はか な り高 度 の プ ログ ラムに限 られ てい て,経

営 か ら統 計,心 理 学,自 然 科 学 分 野 まで の優 秀 なスペ シ ャ リス トをかか え てお く必要 が ある。

開発 契約 が成 立 した 時点 で,こ う したスペ シ ャ リス トを集 める のは 至難 の わ ざで あ る。 か とい って

い つ 受注 で きるか もわ か らぬ 仕 事 の ため に高 給の 要 員 を雇 っ てい るの は 採算 上問 題点 が 多 い。 こ うい

った ことで大学,非 営 利 機 関 は この 分野 では長 ら く有 位 な地 位 を占め て い た。 しか し,最 近 高 度 な ソ

フ トウエ アの 需 要増 大 に と も ない,カ ス トマ ーが より柔 軟で 力の あ る企 業 にこの 仕 事 を まか せ る よ う

にな って きた。 さ らに,大 学,非 営 利 機関で は十 分 に 力 を発揮 で きぬ とす る ソフ トウエア技 術 者 が,

ソフ トウ エア会社 に 集 まって き た こ と もこれに拍 車 をか け てい る。 そ れ に さ らに 火に 油 をそそ い だ の

が・この1醐 に鎌 に増力・し轡 尊エ ・トウゴ 鵬 である・

単 一 の ユ ー ザ 向 け の ソフ トウエ アを 作 る ので は な く,多 くの カス トマ ー相手 にそ の企 業 の リス ク

を賭 け て市販す る とい う もの で,こ れ が ソフ トウエア 開 発会社 か らソ フ トウエ ア生 産 会社 に脱 皮 す る

…5一



チ ャンス にな ってい るの で ある。 ソ フ トウ エア会 社個 々の活動 に つい ては後 に詳 し くのべ る。

他 産 業か らの ソ フ トウエ ア産 業へ の進 出

この 業種 に つ い ては ま った くとれ とい っ た基準 がな い。

'
コ ン ピ ュー タ利用 にお い て先 導 的 なユ ーザ がそ の経 験 を生か して,他 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ に対

す る コ ンサ ル タン トに乗 り出 してい る の が これで ある。

主 に航 空機 産業,通 信 会社 の よ うに 巨大 な プ ロ ジェク トを業 としてい る企業 で 多 くの システ ム ・ア

ナ リシス の 専 門 家をか か え てい る と ころが 多い 。

これ らの 中で有 名 な もの は

工TTデ ー タ ・サ ー ビス 事業部 ・

GPE社 の リンク ・コン ピュ ーテ ー シ 。ン ・セ ン タ

ユ ナ イテ ッ ド航空 機会 社

ロ ッキ ー ド ・ミサ イル ・ア ン ド ・スペ ース社

各 銀 行

が あ る。

カス トマ ー と して は主 と して地 域 的 にそ の事業 所 の あ る近 くの 企 業 や州 政 府 な どが 多 く,そ の地 方

の コ ン ピ ュー タ化 を リー ドしてい る こと も多 い。 また銀 行は 主 と し て取 引先 で,一 部 で は取 引先 企 業

の給 与 計 算か ら決 算 事務 までい っさ い 引 き受 け て計算 サ ー ビス を実施 し,そ の地 区 の 計 算 セ ン ター業

者 と トラブル を 起 亡 してい る ケ ース さ え あ る。
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2.プ ロ グ ラ ム 。 ラ イ ブ ラ リー

`

ふ
●

ト

,

ソ フ トウ エア と一 口に言 って もさ まざ まな種 類 が あ り,そ れ が1本 の木の よ うに根,幹,枝,葉 と

となっ て全 体 と してソ フ トウエア を形 づ くってい る。

この ように言 え ば さ しず め根 に あた る ものが マ シ ン ・乏∠ .クヨ_逗,=幹 に は アセ ン ブ乏二二,一一.7__ZL〈一 ー一一 今一'

告Z茎 旦・・旦 帆 励 た り・枝 榛 には ル ー チ ン'プ ・グ ラ ム とか アプ リケ ー シ ・ン ・プ ロ グ ラ

ム とい うとこ ろで あろ う。

しか し,こ の ように ば く然 と した把 握で は何 に もな らない 。 こ こで は一応 ソフ トウエ ア を次 の よ う

に 分類 してみ た。

1.シ ス テ ム ・プ ログ ラム

メ ー カが 作成 レ ・一'ドの動 作 を基本 的 に制 御 す る もの。

oFORTRAN,ALGOL,COBOL,PL/1,SエP65な ど

OOS,TOSな ど ・

2、 ライブ ラ リー ・プ ログ ラム

メ ー カが 作成 し,ユ ーザ に サ ー ビス と し て渡 す よ うなプ ログ ラム で単 純 な数式 の 解 法 な ど。

O数 値 解析,統 計 解析,特 殊算 術演 算 な ど'

5.標 準 ア プ リケ ー シ ョン

汎用 ア プ リケ ー シ ・ン ・プ ログ ラ ムの こ とで,特 定の 業種 を 対象 とせず 汎用 性の ある プ ログ ラ

ムo

。DYNAMO,GPSSな ど ビ ジネ ス,科 学技 術な ど広 い 分 野で 利用。

4.ユ ーザ ーズ ・プ ロ グラ ム

ユ ーザが 開 発 し,あ る特 定 の業 種 に しか 使え ない もの。

oビ ジネス,科 学 技 術 な ど広 い 範囲 にわ たる。

こ うい つた よ うな ソ フ トウエア の うち シス テ ム ・プ ログ ラ ムとか ライ ブラ リー ・プ ログ ラムは 主 と

して メー カが つ くって きた。

もち ろん ユ ーザ もメ ー カ とと もに この 分野 の プ ログ ラ ム開 発 に あた って きた が,ユ ーザは 主 と して

ユ ーザ ーズ ・プ ログ ラ ム,標 準 アプ リケ ーシ ョンズ ・プ ログ ラムを開 発 して きた。 第1-1表 は メ ー

カとユ ーザ が こ うい っ た ソフ トウ エ アの開 発に どの くらい 金 をつ ぎ込 んで きたか を 示す ものだ が,こ

れ をみ る とユ ーザ が 相 当 の 金額 を投 下 してい る ことがわ か る。
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第1-1表 米 国 メ ー カ,ユ ーザ,お よび 独立 ソフ トウエア 会社

の ソフ トウエアに 対す る 見積 りお よび 予 定 支 出 額

(数 値 はすべ て百 万 ドル単位)

年 度 コン ピ ュー タ ・メ ー カ コ ンピ ュー タ ・ユ ーザ 独 立ソフ トウエア会社 ソフ トウエア総支出額

1960 S200 白550 'S50 S600

1961 350 670 ・ よ り 1000

1962 500 1100 、 少 な い 1600

1965 620 1500 5 1925

1964 800 1600 20 2420

1965 1000 2100 50 5150

1966 1100 2600 100 5800

1967 1150 3800 200 5150

1968 1200 4500 250 5950

1969 1500 5450 400 7150
・

19ア0 1450 6350 550 8550

1971 1750 7050 700 9500

1972 2100 8000 900 11000

こ の表 をみ て も う一 つ わか る こ とは,ソ フ トウ エア専 門会社 とい うの が で て きて,か な りの速 度 で

成 長 してい る と とで あ る。 この ソ フ トウエ ア会社 とい うのは 一体 どん な背景 を もと に成 長 してい る で

あ ろ うか。

す で に 前章 で も述 べ た が ソフ トウエ アを開 発 してい る機 関 と しては メーカ,ユ ーザ,大 学 な ど研 究

機 関が あ った 。 この う ちソ フ トウエ ア専 門 会社 とい うの は この 分野 で は前三 者に 対す るニ ュ ー カマ ー

で あ る。

メ ー カがハ ー ドウエ ア の販 売 に ソフ トウ エアを つ けて 売 る こ とは現 在で は 常 識 と なってい る。 ま た

メ ーカにす れ ば ソフ トウエ ア は重 要 なセ ール ス ポ イン トで ある。 だか ら新 機 種 発表 の際 に は ソ フ トウ

エ ア を整 備 しておか ね ば な らない 。 こ の た め機 械 が大、き く複 雑 にな るに した が い,一 時 期 に仕 事が ふ

え,人 手 が と くに プ ログ ラマ ーが足 りな くな る こ とが あ る。 こ ん な時 にシス テ ム ・プ ログ ラムの 作成

を 外部 に 委託 で きた らと考 える のは無 理 のない と ころで,こ うい った とこ ろに仕 事 をみ つけ てサ ー ピ
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b

ス しよ うとい うソフ トウエ ア専 門会社 がで て きた の も決 して不 自然 で は ない。

ま たユ ーザ の立 場 か らす れ ば新 た に複 雑で大規 模 な仕 事 を コ ン ピ ュー タにのせ なけ れば な らな い場

合ス タ ッフが い ない とか,足 りない とい う事態 が しば しば 起 こ り,こ うい った と きに ソフ トウエ ア 会

社の 力を 借 りよ うとい うこ とに な る。

こう して ソ フ トウエ ア会社 は主 に メー カ,ユ ーザ,大 学 とか 政 府機 関 の ソフ トウエア 開 発 を請 負 い,

次 第にそ の仕 事の 量 と質 を広 げ て きた。 い わば ソフ トウ エア 会社 は メ ー カとかユ ーザ の 要 員不 足,ソ

フ ト ウエ ア 開発能 力の欠 如 に つけ 込 ん で成 長 して きた とい って も過 言で は ない 。

しか し,ソ フ トウエ ア 会社 が あ る一 線 を越 え て大型 化す る た めに は,個 々のユ ーザ か らソ フ トウエ

ア開 発を 請 負 ってい る だ けで はだ めで ある。 自社 の リス クで これは と思 うソフ トウエア を開発 して 一

般 に広 く販 売す る こ とが で きれば,請 負い とい う手 間仕 事 の枠 を こえて正 常な商 売 とす る こ と がで き

る ので ある。 とい うこ とで ソ フ トウエ ア会 社 は独 自の リス ク を賭 け て"商 品"に な る汎 用 アプ リケー

シ ・ン ・パ ッケ ー ジを 開発 す る とい う方 向 づけ を強力 に 打 ち出 して きた。 米 国で は とれ をPr。pe-

rietaryprogra皿packageと 呼 ん で い る。1968年 には このパ ・ケ ージの販 売 が ソ フ

トウエ ア 投資 の2%に あた る とい わ れ,市 場 に 出回 ってい るパ ・ケ ー ジも1000件 以 上 に達 し てい

る とい う.こ の数 字 は 前年 の2.5倍 に相 当 す る急 増 で あ る。

個 々の企 業 につい て見 た場 合で も全 力投球 す るのは こ のPrOper1θtaryPrOgramだ とす

る ソフ トウ エ ア会 社 も出 て きて お 呪 例え ば ソフ トウエア 会社 で は ト・プに位 す るGSO社 で は,

67年 にパ ヅケ ー ジの 売上 げ が200万 ドル(72億 円)に な り,こ れ を4～5年 以 内 に は 収入

(1968年 度 … ・5月 決 算で は5.554万 ドル,192億 円)の 半 分以 上 を 占め る ドル箱 に した

い と してい る。

現 在 市場 で人気 を呼 ん でい る代 表 的 な ソ フ トウ エ ア ・パ ・ ケー ジ と しては,

会 社 名 パ ッ ケ ー ジ 名 パ ッ ケ ー ジ の 機 能

ADR(App■iedData

Researchエnc.)社
AUTOFLOW

プ ログ ラム の ソ ース ・デ ックか らプ ログ ラム の フ ロー

チ ャー トを 自動的 に 作 り出す

エnfor皿a七ics社

MACS(MediaAccou

ntingCOntrOユ

Syθ 七e皿)

広告代理店 と種 々の広告媒体 テレビ,新 聞,雑 誌

などの間で複雑な代 金決算を"精 算"す る

CO皿reSS社 SCERTパ ッ ケ ー ジ

ユーザが コンピュータを選択 したり補強した りす る

時に機種の性能 比較 評価を行な うソフ トウエアで

有名にな った。 このパ ッケージはシミュレーション

技術によリ八 一 ドウエアだけでな くソフ トウエアの

特徴を も比 較 してみ ることができる。
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もち ろ ん これ らは あ くまで代 表的 な もの で,こ の 他後 に 紹介 す る よ うに大 小 入 りま じった 多種 多様

なパ ッケ ー ジが 作 られ てい る。

こ うい った汎 用 パ ッケー ジは請 負 い仕 事 と違 って いわ ゆ る商 品 で ある ため 広 く一 般 に 広告 した り,

売 り込 み を した りしなけ れば な らない。 この ため 大 きな 会 社は ソ フ トウ エア ・パ ッケ ー ジの セ ール ス

に 高い 能 力 と説 得力 を持 った セ ール ス エ ン ジニ ア を あ て,販 売 作 戦 を展 開 してい る。

しか しこ うい ったス タ ッフを持 てる と ころは いい が,小 さ な ソ フ トウエア会 社 は ど うす る のだ ろ う

か。1つ の手 に は 広告 が あ る。 業界紙 な どに載 せ る の だが,こ れ よ り もっといい手 が あ る。 そ れ はパ

ッケ ー ジプ ログ ラム の カ タ ログを 作 り,買 いそ うなユ ←ザ に送 る の であ る。 そ して これ を専 門 にサ ー

ビス し ようとい う会社 が あ らわ れた,エCP(旦p七e .rnatlona■Compu .七g,rProgr禦.)社

些2.⊆ 触 ・劫 タログをまとめ四糊 ご上攣 郵 して=一一"V'va'送励 払 うものである・現 在
ロノ 　

米 国の ソフ トウエ ア会社 の総数 は約1000と い わ れ,こ の うち か な りの会社 が エCPを 利 用 して い

る とみ られ てい る。 この エCPに つ い ては ソフ トウエ ア流通 サ ー ビス の代 表 的 な もの と して,後 ほ ど

あ らため て詳 細 を説 明 したい。 こ うい ったサ ー ビス機 関は安 くて効 果 的 な汎 用 プ ログ ラムをユ ーザ に

紹 介 しよ うとい うもので,ユ ーザに とって み れ ば自社 で手 間 と時間 をか けずに す む安 い プロ グ ラム の

情報 が 入 って くれば あ りが た い。 大 きな観 点に立 ってみ る と,ソ フ トウエア 界全 体 の ソ フ トウエア 不

足 の 解 消 に役 立 ってい る とい え よう。 も っ と も ソフ トウエ ア のむだ な投資 を はぶ い て,よ い ものをす

ぐに使 い た い とい う欲求 は コン ピ ュ ー タ産 業が まだ幼 か った初 期 ごろか らつ きま とって い た もの で あ

り,こ の た め メ ーカな どで は ユ ニザ 会 を組 織 し,ユ ーザ 同 士が ソフ トウエア の情 報 を交 換 した り,ま

た場 合 に よ っては プ ログ ラムを交換 した りして きた。 この代 表 的 な もの が,エBMユ ーザ グル ープ で

あるShare,CommOn,Guエde等 で あ り,'他 の各 メ ー カで も この種 のグ ル ー プが ある。

ア メ リカでは こ うい った もの の他 に公共 サ ービス的 な}い うソフ トウエ ア流通 サ ー ビス

機 関 が ある。GOSMエCはNASAの 下 部 機 関で,尾 大な 研究 開 発 投資 の 中か ら生 まれ るNASAの ソ フ

トウエア の中 か ら,社 会一 般 に有 用 だ と思 わ れ る プ ログ ラム を抜 き出 し配 布 してい る。 このCOSMエG

の特 異 な キ ャラク タ ーには 十 分注 目すべ き もの があ る と思わ れ る ので,第4-2章 に そ の内 容を 紹介

したい 。 ・

ひる が え ってわが 国 の場 合は ど うで あろ うか,も ちろ んソ フ トウエ ア専 門 会社 とい わ れ る もの の数

も少 な く,市 販 され る汎 用パ ッケ ー ジな どは見 当 らな い。 したが って エCPの よ うなサ ー ビス 会社 は

存 在す るはず もな い。

た だユ ー ザの グ ル ープ と して は各 メ ー カ ご とに あ り,NEACに は プ ログ ラム登 録 制 度 と呼 ば れ る

もの も ある。 しか し今後 ア メ リカの よ うに ソ フ トウ エア会 社が 発 達 して くるに した がい,ま た,ソ フ
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トウエアの 要 員不足 が 高 まる につ れ,プ ログ ラムの 流通 は 必要 欠 くべ か らざる もの に な るだ ろ う。

日本 情報 処理 開発 セ ン ター では こ の よ うな観 点か らア メ リカ の ソ フ トウエ ア流通サ ー ビス の状 況 を

調 査 あわ せ てプ ログ ラム ・ライブ ラ リー制度 を発 足 させ て公 的 な立 場 か ら試 験的 に プ ログ ラムの流

通促進 事業 をす す め て きた。
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3.日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー の プ ログ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー

すで に お気 づ きの よ うに,日 本 情報 処理 開 発 セン ターの プ ログラム ・ライブラ リーは 最初 ソフ トウエ

ア の分類 で 行な った ライ ブ ラ リープ ログ ラムだ けで な く,'流 通 サ ー ビス 事 業 と して我 々が呼 んでい る

呼 称 で あ る。

そ れ では この 事業 は いつ ごろ着 目され,発 足 され たのか。

当事業 団 は昭 和42年2月 ご ろか ら準 備 が 開始 さ れ,プ ログ ラム ・ライブ ラ リー登録 制度 事業 と し

て 昭和42年10月 日本 電 子 工 業振興 会 で 発足 した。 昭和43年7月 同 協 会か ら第1回 登 録集が 発 行

され た。同 年7月 目本 情報処 理 開 発 セ ン タ ーに同 事業 が移 管 され た。

この プ ログ ラム ・ライブ ラ リー設立趣 旨は次 の ようにな ってい る。

(1)わ が国 の電子 計算 機の 利用 は 年 々そ の 適用 分野 を広 め高 度 化 が進 め られ てい る。

(2)電 子 計 算 機利 用の 発 展 を さ さえ る ため に は各種 ソ フ トウエア の 開発 が 要求 され,そ の開 発 には 多

くの労 力 と莫大 な 費用 が と もな う。

(3)各 方 面 で開 発 された 各種 の プ ログ ラムを相 互 に利 用 す るtと に よっ て,電 子 計算 機 の利用 を促進

す る と と もに,ソ フ トウエ ア開 発 費 の2重 投 資 を避 け る。

5.1運 営 方 針

(1)プ ログ ラム登 録 料は 無 料6

(2)登 録 され た プ ログ ラム は登 録 集 に一 度 は掲載 され る。

(3)プ ログ ラムの譲 渡,取 引 きに あた っ て当財団 は一切 介入 しな い。

プ ログ ラム ライブ ラ リーの登 録 集は 原則 と して プ ロ グ ラム の紹 介 を行 な う もので ある。

(4)登 録 集 は年1回 以上 発行 す る。

(5}登 録 に あた っては 当 財団 の登 録 用紙 を使 用 す る。

〔6)登 録 者には 登録 者 の プ ログ ラム が掲 載 され てい る登 録 集 を無 料 で 配 布 す る。

3.2登 録 手 続

す べ て の会社 又は 個人 が 開 発 した プ ログ ラムを広 く一 般に紹 介 した い場 合,ま ず 当財 団 のプ ロ

グ ラム登 録事務 局 に プ ロ グ ラム登 録 用紙 を請 求,登 録用紙 と登 録 用 紙 記入 見本 を受 け とる。

この登 録用紙 に は プ ロ グ ラム題 目,プ ロ グ ラム内容,シ ス テ ム構 成,使 用 言語,登 録 者 名,連
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絡先を記入する。

そ のサ ンプル を 第5-1表 に示 す。

な ま㍉ 登 録 事務局 で は プ ログ ラ ム ・ライブ ラ リー事 業の 手 直 しを考 えて お り現 在 検 討 中 で ある。

第5-1表 登 録 用 紙 と 記 入 例

下 記 プ ロ グ ラムを登 録 い た します。

登 録 申込19囮 年度同 月O[i]日

露 ㌔ 熟 イ≡τ 一言

財団 日本情報処理開発センター
法人

プログラム登録事務局

19[口 年ロコ月[[]日

登 録 者 の(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ン ター 電話05(434)8211

所 属 教 育 課 住所 港区芝公園21号 地1-5

プ ログ ラム

産 業 連 関 表
題 目

記 述 言 語 口ALGOL口COBOL固FORTRAN(そ の 他 )

電 子言騨 幾名H工TAC-5020

・内部記憶容量

65k(⇔,バ イ ト,字,桁,ビ ット)

GR[D台,CP団 台,CRP口 台,PTR図 台,

MT固 台,(120kc),タ イプ ライ 夕日 台,

LP口 台

デ イス クロ 台(単 位 容 量),

ドラム 囚(単 位 容 量65k),そ の他()

間
は
間

鴨
た
醗

実
ま
処

記注)秒
◎
時
(53 基本表作成のみ10分

㌻1のピ 隠笠三 隠 ド竺 テニ『鵬 ト麗

レ

プ ログ ラム

の内 容 とそ

の 特 徴k・よ

びそ の適 用

緬

① インプ ・ トデ ー タを基 に し基 本表 を作成 し,バ ランス チェ ック を行 ない

基 本 表 を 印刷 す る

② 投入 係数,輸 入 係 数,附 加価 値 係数 を 計 算 し印刷す る

⑤ 投 入 係数の逆 行 例を 計 算 し,逆 行例 チ ェ ックを し,印 刷す る と同時 に逆

行例 を 磁気 テ ー プに書 き込 む

④ 内 生部 門100ま で

〔裏面参照 〕

ご記入上の注意 分類法は記入例の裏面にあります。 ①太 ワク内は記入 じないで下さい。

②登録番号を御記入に際しては別紙記入方法をぜひごらん下さい。⑤原則として黒インクで
ご記入下さい。
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5.5登 録 内 容

日本電子工業振興協会から昨年7月 発行された第1回 登録集には約240の プログラムが紹介さ

れており,そ の内訳は数値解析,統 計解析のプログラムが64%,機 械,電 気の業種で使用できる

技術計算のプログラムが16%を 占めている。

この第1回 登録集を希望される方は日本電子工業振興協会電子計算機課に問い合わせればよい。

なお,昨 年7月 以後に 日本情報処理開発センターに登録されたプログラムは附録1に 紹介する。
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4.ア メ リ カ に お け る プ ログ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー の 実 状

`

`

4.11CP(工nternatlonaユComputerProgra皿8)社

1967年 ソフ トウエ ア の製 作 者 とユ ーザ を結 ぶブ ロー カ業 と して業務 を開始 した。 このサ ー ビ

スで 同 社がnニ ークだ とい わ れ る の は"エOPQuarterly"と 呼ば れ る ソフ トウエ ア ・カ タ

ログ誌 を発行,こ れに ソ フ トウ エア の名 前,内 容,価 格 を載 せて ユ ーザ より の発 注 を受け る と と も

に,ユ ーザ の希望 す る ソ フ トウエ アの広 告 もす る。 さ らに ソフ トウエ ア提 供 者の専 門領 域 の紹 介 や

タイム シ ェア リング業 者のサ ー ビス 内容 とそ の料 金の紹介 まで行 なって い る こ とで あ る。

四半期 に1回 刊 行 され るこ の カ タ ログ誌 には1,500件 以 上 の ソフ トウエ ア ・プ ログ ラ ムが掲 載

され てお り,20,000～30,000ぐ らい の会 社が エCPを な ん らか の形 で利 用 してい る もの と

思 わ れる。 な お,工GPは_二 に塾 主 あ迎 皇位已 ベ ルギ ー にG}'
、

ANALYSEe七dePRO〔}RAMMATエON/BEL(}工QUES・A・ とい う代 理 業 者が あ る 。

、̀

4.1.11CPQuar七erlyの 運 営 原則

コン ピ ュー タ ・プ ログ ラ ムの売 り手,買 い手 双方 に関す る エcpQuarterユyの 一般 原 則

は 次の とお りで あ る。

(1)コ ン ビ;一一タ機 種,使 用言 語 のい か ん を問 わず,い か な るプ ロ グ ラム で も このquarterly

に掲 載 で きる。

(2)工CpQuarter■yへ の プ ログ ラム掲載料 は 無料。

(5)プ ログ ラム 掲載 の条件 として,プ ログ ラム の説明 書 きをつ けな けれ ば な らない 。

説 明書 きの分量 は そ の プ ロ グ ラムの 内 容 と対 象 とす るユ ーザ の種 類 に よる。

(4}掲 載 主 が匿 名希 望 の と きIGP社 はそ の プ ログ ラムに参 照番 号 をつ け,氏 名,住 所 は載せ な

い。 エGP社 に対 して照 会が あれ ば,IOP社 はそ れを掲載 主 に 転送 しそ の返 事を求 め る。 も

し掲 載 主 がそ の 件 に関 して照 会者 と商談 には い りた くない ときは そ の むね 照 会 者に通 知す る。

(5)エCPはQuarterユyに 掲 載 したプ ログ ラムの仲 介 売買 を しな い。 また いか な る場合 で も

プ ログ ラ ムの売 買取 引に は介 入 しない 。 エC?,quarterlyの 意 図は 売b手 と買い 手 の間

の通 信媒 体 となる ことで ある。

(6)エCPは 掲 載 プ ログ ラ ムの評 価 や比 較 は しない 。'

(7)会 員は エcPQuarteryの 「プ ロ グ ラム求 む」 の欄で ほ しい プ ログ ラ ムを 広告す る と と

一13一



がで きる。 これ も無 料。

4.1.2工CPQUarter■y掲 載 プ ロ グラム

IGP社 が1969年1月 に 発 行 した エCPquarter■yに は1,898の プ ログ ラ ムが 掲'

載 されて お り,そ の内 訳 は,コ マ ーシ ャル ・プ ログ ラムが648,ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム

が480,サ イエ ンテ ィフ ィ ック/エ ン ジニ ア リング ・プ ログ ラムが770に な っ てい る。 この

Quarter■yに 掲 載 さ れて い る プ ログ ラムは,直 接 工CP社 に掲 載 依頼 があ っ た分 とCOSM工O

か ら出 さ れてい るプ ロ グ ラム の一 部 が転 載 されて い る分 とが あ る。 これ らが エCP社 のプ ログ ラ

ムデ ー タバ ンク に入 れ られ,問 い 合 わせ を待 ってい る。

そ こで,と こに掲 載 され てい るプ ロ グ ラム を次 の ように分類,分 析 してみ る こ とに した。

A・ エOPに 直 接掲 載 依頼 が あっ たプ ログ ラム

(川 プ ログ ラムは どの メ ー カの 機械 を使 用 してい るのか。

第4-1図

② プ ログ ラムは各 々の メ ー カの中 の どの機 種 の機械 を使 用 してい る もの が多 いか。

第4-2図 ～ 第4-8図

(3}プ ログ ラムは どの よう な言 語 を使 用 してい るの か。 第4-9図

(4)プ ログ ラムは ど の く らい の価格 で販 売 され てい るの か。 第4-10図

(5)ど の よ うな種 類 のプ ログ ラムが販 売さ れ てい るの か。 第4-t表

(6)ど の よ うな 会社 が プ ログ ラ ムを掲載 してい る のか 。 第4-2表,第4-5表

B・NASAの 注文 で 開発 した プ ログ ラムで民間 に 使 える と思 うもの をCOSMエCで 紹介 してお り,

エCPQuarterlyで は ～二のCOSMエOで 紹介 した プ ログ ラ ムを掲 載 した ので これ を次 の

ように 調 べ てみ た。

川 プ ログ ラムは メー カ の どの機 種 を使 用 して い るの か。 第4-11図

(2)プ ログラ ムは どれ く らい の料 金 で販 売 され てい る のか 。 第4-12図

〔5)ド キLメ ンテ ーシ ・ンは どれ くらいの 料 金 で販 売 され てい るの か。 第4-13図

(4}プ ログ ラム請 負会 社一覧 表。 第4-5表

な お,エCP社 に直 接 掲載 が あ っ たプ ログ ラ ムの内 代 表 的 な プ ログ ラ ム紹 介 を 付録2に,

COSMエOか ら転 換 プ ログ ラム の代 表的 な もの を付録5に 紹 介 す る。
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第4-1図 メ ー カ別 に し た流 通 パ ッケ ー ジ
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4.1.3エcpQuarterly分 析

ICPQ亘arterlyの 分析 に よ ると エCP社 に 掲載 を依頼 して きた プ ログ ラムの67%が

工BMの 機 械 を使 用 してい る。

.れ は現在の、BMの 市嘉 』率72%と 章ま賭 し噸 字である.第 、.1図 には1969年

1月 号 の エCPQuarter■ ア に掲載 され てい るプ ログ ラムが 使用 して い る機械 に 対す るメ ー

カ の 占拠 率 と算 出台 数 そ れ に恒 例のDieb。ltSe皿 工－AnualCo皿PuterCensu日

註2

に よ る1968年12月51日 現 在 のメ ー カの 市場 占拠 率 と設置 台数 を重 ね合 わせ て比較 した。

これ に よる と エBM,UNエVACCDC,GE,BURROUGHS設 置 台数 に比 べ て,こ れ らの

機 械 を使 用 してい る販 売パ ・ケ ー ジが 多い こと がわ か る。

また,DエGエTALEQUエPMENT社 の場 合は ほ とん どが プ ロセス制 御 用 の コン ピュー タで あ

る 為 設置 台 数 に比 べ て 販売 パ ・ケ ージが少 な い。

さ らに,パ ・ケ ー ジが使 用対 象 とす る コ ンピ ュー タを メ ー カご と,機 種別 に分 類 してみ ると,

各 メ ーカ と も小 型 汎 用 コ ン ピュー タと超 大 型 コ ン ピ ュ ータ を対 象 と したプ ログ ラムパ ・ケ ー ジが

多 い よ うで ある。

第4-2図 か ら第4-9図 は 各 社の コ ン ピ ュー タを機 種別 に分 類 した。

工BMの 機種 別 分類 第4-2図

IBM360/30と エBM360/ジ ェネ ラル(IBM560の あ らゆる機 種 に使 用で きる)

を対 象 と して 作 った プ ログ ラムパ ・ケ ー ジが 多い。

_方 、BM56。/2。 は 蹄 台 数 砒 べ てそ のプ 。グ ラ。パ 。ケ ー ジ妙 ない の は 。S膏

BOSで あ る た め50,40,50に 使 用 で き な い か らで あ る。

又,第2世 代 で 猛 烈 に 売 られ た エBMl400シ リー ズ,IBM7000シ リー ズ 用 の プ ロ グ

ラ ム パ ッケ ー ジ も多 くみ られ る。

UNエVACの 機 種 別 分 類 第4-3図

UNエVACの 代 表 的 超 大 型 コ ン ピ ュ ー タ1107,1108を 対 象 と し て プ ロ グ ラ ム パ ・ ケ ー

ジ が 販 売 さ れ て い る 。

CDCの 機 種 別 分 類 第4-4図

5,000シ リー ズ と超 大 型 コ ン ピ ュ ーータ6,000シ リ ー ズ を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム パ ・ ケ ー ジ

註1.コ ン ピ ュ ー タ 累 積 金 額 市 場 占 拠 率

註2.196'9年1月 に 於 け る 米 国 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 率

註5BasicOpera垣ngSyste皿
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が 多い。

なi坑160,160A,160Gは5000シ リー ズのサ テ ィライ トコ ン ピュ ー タで あ る。

GEの 機種 別 分類 第4-5図

400シ リー ズ と超 大型600シ リーズを 対 象 と した プ ログ ラムパ ッケ ー ジが 多い。

HONEYWEエ ・Lの機種 別 分類 第4-6図

工BM1401の 後 継 者 とい わ れ る 且 一200を 対 象 と した プ ログ、ラムパ ッケ ー ジが 多い。

BURROUGHSの 機 種 別 分 類 第4-7図

BURROUGHSの 小 型 汎 用 コ ン ピ ュー タB3000用 の プロ グ ラムパ ッケ ー ジ と科 学 技術 計 算

お よびOn-■ine等 に使 用 さ れ るB5500を 対 象 と したプ ログ ラム パ ッケ ー ジが 多い。.

NGRの 機種 別 分類 第4-8図

汎用 小型 ビ ジネス コン ピ ュ ータで あるNCR315を 対 象 と した プ ロ グ ラムパ ッケ ージが 多い。
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使 用 言 語 第4-9図

汎用 言 語 と しては,CgBOL,FORTRANが 圧倒 的に 多 く使 用 さ れてい る。

ASSEMBLER言 語 が多い 。 これは エBMの ように ずぱ ぬ け て売 れ てい る機種 が あ る場 合,

ASSEMBLER言 語 で も十 分 な汎 用性 を 持 つ こ とに な る。

価 格

工CP社 に 直接 掲載 してい る プ ログ ラ ムの うち477個 の プ ログ ラムが販売 価 格 を提 示 してい

る。

第4-10図 に よる と1,000ド ル(56万 円)以 下 の安 い プ ログ ラム が売 られ てい る ことが

わか る。 一

プ ロ グ ラムの種類

A

一 二
(

こ 吟

一 き 三
寸 多

吻1969年1月 に於け る(}E機 種別設置率(
・()=台 数

〔 コ一 竺 罪。蝿te8酬 膓長 ム離別

一

一

一 /欝8

§

(NCRコ ン ピュ ータ設 置 台数合計3,407NCR工CP損減 プ ログ ラム数14)

合
}

/
… 三

o

クフ 〃4
ヲ

エCPに 掲載 を依頼 して きた プ ログ ラムの種 類 の お もな もの を第4-1表 に 示 し た。

これ に よる と銀 行 業務 用,給 与 計 算用 の プ ログ ラムが 多 い。 亡れは米 国 に おい て この種 のブ ロ

ー22一
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グ ラム のパ ターン が決 ま って いるか らと思 わ れ る。

第4-1表 工OP社 に掲載 依頼 が あ ったプ ログ ラ ムの種類

(工CPQuar七eユy1969年1月 号に よる)

Co皿 皿ercia■

PrOgram

U七ilitア

PrOgra皿

Sclen℃if工c

Engエneering

PrOgra皿

貯 蓄,貸 付に 関す る銀 行業 務 用 プ ログ ラム

約100件

給 与計 算用 プ ログ ラム 約20件

生 命保 険業 務 プ ログ ラム 約10件

そ の他,減 価償 却 プ ロ グ ラム,不 動 産業 務 用 プ ログ ラ今,

各種 予測 シ ステ ムがか な.りの数 にわ た り掲 載 さ れ てい る。

フ ァイル関 係 の プ ログ ラム

フ ロー チ ャー ト自動 作成 プ ロ グ ラム

各種科学技術計算ルーチン

グログラム掲載依頼会社

ど ん な会社 が い く らぐ らいICPに プ ログ ラムを載 せ てい る か。 第4-2表 に掲載 依 頼 ソ フ ト

ウエ ア会社 名 と掲 載 プ ログ ラム数 を ひ ろ ってみ た。 これ をみ る とほ とん どが 名 も知 らない ソフ ト

ウエ ア 会社 が 多い 。特 に,沢 山 プ ログ ラムを掲 載 して'い る 会 社 に あ ま り知 られて い ない と ころ
ノ

が 多 く,世 上 噂 され る よ うに大 き な販 売 能 力 と組織 を 自分 の と ころ で持 てな い ソフ トウエ ア会 社

がICPを 重宝 に してい る こ とが わか る。

販 売 組織 と能 力 とい う点 で 面 白い のは コン ピュ ータの利 用 経 験カミ深 い銀 行,保 険 会社 とい った

大 手 の コン ピ ュー タ ・ユ ーザ で ある。 こ うい った と ころは ソ フ トウエ ア専 門 会 社 と違 って,パ ッ

ケ ー ジの販 売 を専 らと しない以 上 独 自のマ ー ケ ・ ト網 を持 たぬ のは あた りまえ で,当 然 に エCP

の利 用者 と なるの で あ る。 そ れ を第4-5表 に示す 。

一25一



第4-2表 工CPに 掲載 を依 頼 して きた ソ フ トウエ ア会 社

(エCPQuarterly1969年1月 号 に よる)

順 位 会 社 名

o

、プ ロ グ ラ ム

掲 載 数

1 COnsoユ エ(1atedReθOurCes 16

Aロ1ericanSof七wareandOompu七erCo皿pany 16

Cen七erforCo皿puter-A工dedAnal)r8is 16

4 McDonne■lAu〔 七〇1na七 工onColnpany 15

5 Progra皿 皿工ngSclencesCorp. 12

i6
i

Conlpu七erResU■ 七sCorp. 7

…
Sアste皿ASSOCユa七 θs工nc. 7

PCSCOrPOra七iOn 7'
'

9 ApPliedDa七aProcessing 6

Ca■iforniaCo皿pu七erProduLc七.工 τ1c. 6'

Co皿pass,工nc・ 6

12 Oo皿pu七erSer▽icesC。rp・ 5
F

.

Co皿puterSciencesCorp・ 5

M工a皿 工Da七aProcessingCen七er工nc. 5

Packerd工n臼 七rumen七Co,エnc. 5

F1日herS七e▽ens工nc. 5

17 A皿ericanSof七warearldCorpora七ion 4

EcOno皿at工c日 4
'

Co皿pu七erMetho(1Corp.
、

4

Fie■dEnterprisesEducatエonCr。P・
. 4

COrPOratiOn 4

BOoユe&Babbage工nc. 4

EccoConsuユt工ng工ncorpora七e(1 4

エnf。r皿a七10nOontr。 ユSyste皿 工nc. 4

一26一
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」

・ プ ロ グ ラ ム ・

順 位 会 社 名
掲 載 数

Au七hUr&Kranzley

.

4

A七lant工cSoftware工nc. 4

USRSys七emOOrp・ 4

28 Un工te(1Da七aProce日sing工nc・ 3

EvansProductCOInpany 3

工n七erna七ionaユTe■con七rolCrop・ 3

'

Bra(1eisUnユver日 工 七y 5

51 工nfor皿a七iOn,Manage皿ent,工nc. 3

PeOpユesDrugS七 〇res 5

qo皿pu七erSerViceOonsuユtant 5

DataOpera七ions,工nc. 5

ADPOfCalエfOrnエa 3

第4-5表 工OPに 掲 載 を 依頼 して きた大手ユ ーザ

(工OPQuarterly1969年1月 号に よる)

」

'

、

` プ ログ ラム
順 位 大 手 ユ ー ザ

掲 載 数

1 Firs七Nat工Ona工Bank 24
'

2 EasternAirLエnes-Co皿puterSience8 19

5 Arhl19七 〇nTru6tOO皿pany 8

4 Mid.landNa七inaユBank 6

E(1u工tab■eTru6tCo皿pany
・1 6

6 Ci■igensTrus七Co皿pal1ア 5

C1七yNa七ionaユBank&TruθtCompany 5

Nat工ona■BankofOo皿 皿erce 5

`-27一



4.1.4プ ロ グ ラ ム 掲 載 依 頼 会 社 の 内 容

工CPに 掲 載 を依 頼 し て き た ソ フ ト ウ エ ア 会 社 は ど の よ う な特 長 で も っ て ソ フ ト ウ エ ア 市 場 に

食 い こ ん で い る の か 。

そ こ でA皿ericanSof七wareandComputerCompany,McDonnelユAu-

tomationCo皿pany,Flsher-S七evens,エnc・,Co皿pass,エne.の 各 社 を取

り あげ る こ と に す る 。

〔1〕A皿ericanS。ftwareandC。 皿puterC・mpany

こ の 会 社 は16件 もの プ ロ グ ラ ム を エCPQuarterlyに 掲 載 し て い る 。

販 売 パ ッ ケ ー ジ に よ る と 事 務 計 算 分 野 を得 意 と し て お り,米 国 の 中 堅 ソ フ ト ウ エ ア会 社 とい

え る 。

販売 パ ッケ ー ジ;(エcpquarter;y掲 載 プ ロ グ ラム)

取 引銀 行当 座 預 金勘 定シス テ ム

抵 当 銀 行業 務 シ ス テム

営 業 貸 付勘 定 シス テ ム

定 期 預 金 会計 シ ステ ム

証 券 勘 定 シス テ ム

分 割払 い ロrン 勘 定 システ ム

固 定 資産 の計算 シス テ ム

給 与 計 算 シス テ ム

給 与計 算 ソフ トウェ アシス テ ム

収 入,要 員,予 測 シ ステ ム

販 売予 測 シ ミ ュ レー タ

給与部 品管 理 シ ステ ム

株 主 記 録計 算

供 給 品在 庫管理 と購 買

支 払 勘定 の ソフ トウェア シス テム

自動 化 され たDOS,JOBコ ン トロrル シ ステ ム

専 門 分野;

会 計 と事 務 ア プ リケーシ 。ンのパ ッケ ー ジソフ トウ エア

バ ンキ ン グと財 政 ア プ リケー シ.ン,保 険 ア プ リケー シ ョン

ー28一
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卜

【

技 術 ス タ ッフ;110名

専 門 分 野 の 人 員/年 数;平 均10年/人

装 置 能 力;エBM560シ リ ー ズ,HONEYWEI,L220

RCASPEOTRA70BURROUGHS3500

言 語 能 力;全 部 を こ な す 。

会 社 名,住 所;

AmericanSoftwareandCo皿puterCompany

1389]⊇eachtreeS七reetN.E

Atlanta,GeOrgla50509

〔2〕M・D・nn・ ・lAut・ 皿 ・tエ 』・nC・ 皿P・ny

大 手 ユ ー ザ の ソ フ ト ウエ ア 会 社 で あ る。

エCPQuarterエ ァ の 販 売 パ ッ ケ ー ジか ら 見 る と,こ の 会 社 は か な り広 い 範 囲 に わ た り

技 術 ス タ ッフを か か えて お り,経 営 力 しだい では今 後 大 い に伸 び る会社 で ある。

販 売パ ッケ ー ジ;価 .格

分割 払 い 貸 付のデ ー タチ ェ ックお よび決 算negotiatエon

分 割払 い貸 付の フ ァイ ル維持 お よび報 告 書 作成 ク

給与 計 算パ ッケ ージ10,000ド ル

第5世 代 のCDM,PDMと 資 源 の平 準 化 シス テ ム
、negotエqtエ 。n

資 源 の平 等 化 とネ ッ トワーク 〃

錐 界の地理鯛 緯 二 .〃

PostTensiOned板 の 設 計."

漏 電 プ ロ グ ラ ム ク

LAMBERTプ レ ー ン 同 位 調 整 プ ロ グ ラ ム 〃

5次 元 フ レ ー ム構 成 の 分 析 プ ロ グ ラ ム 〃

3次 元 フ レ ー ム 構 造 の 分 析 プ ロ グ ラ ム 〃'

'
LAMBERTCOORDINATECONVERSエON. ."

浮 桟 橋 の 設 計 と 解 析 ・. .42,000ド ル

OpenWebの プ レrム プ ロ セ'ッサ ー ・negotiatiOn

1150ソ フ トウ エ ア パ ッケrジ'『12,000ド ル

専 門 分 野;
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経 営 科 学,工 学M・ 工・S,情 報 の 蓄 積 と 検 索,ア ナ ロ グ 一八 イ プ リ ッ ド,コ マ ー シ ャル

(シ ス テ ム,プ ログ ラ ミ ン グ,計 算)の コ ン サ ル タ ン ト

技 術 ス タ ッ フ;800名

専 門 分 野 の 人 員/年 数;

装 置 能 力:

RCAt工BM,ODC,(}E,UN工VAC,ETO

言 語 能 力;

COBOLFORTRANAUTOCODERBAIＬBAS工CALGOL

・ 」OB工ALFAPS工MSGD工PTETC

会 社 名,住 所;

McDonne■!Auto皿ationOo皿pany

私 書 箱516

St.Louis,Missouri63116

〔3〕Fisher-Stevens,lnc・

米 国 の 小 型 ソ フ トウ エ ア 会 社 で あ る 。

会 社 は エBM360/50又 は エBM560/40用 の5,000ド ル か ら2,000ド ル の パ

ッ ケ ー ジ を販 売 パ ッ ケ ー ジの 主 力 と し て い る 。

販 売パ ッケ ー ジ;

選 択に よる ア ドレ ッシ ン グ

テ ープか らテ ープへ の レコ'一ド選 択

カ ー ドか らテ ープ へ の変 換 と編集

倉 庫 と製造 工場の 場 所決 定 プ ロ グ ラム

バ ーテ ィカル ソ ー ト ・プ ログ ラム

専 門 分野;

価 格

5、000ド ノレ

5,000ド ノレ

2,000ト ◆ノレ

2,000ト ◆ノレ

55、000ド ル

使 用 機 械

工BM56〔)■/30

エBM56〔 レ/40

エBM56〔]/50

1BM56Q/40

工BM1401

郵 送 先 名 簿 管 理,販 売 需 要 報 告,予 約 シ ス テ ム,マ ー ケ ・テ ィ ン グ,情 報 シ ス テ ム

技 術 ス タ ッフ;40名

専 門 分 野 の 人 員/年 数;

装 置 能 力;IBM560/20,50,40,工BMOptical.Scanning

PhotO七ypesetting

言 語 能 力;OOBOI,BALFORTRAN
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会社名,住 所;

Fisher-S七even87工nc.

1360BightOnROad.

Cユ エfton,NewJerseyO7012.

〔4〕Compass,工nc・

米 国 の小 型 ソフ トウエ ア会社 で あ る。

会社は 生命 保 険業 務 のパ ッケ ー ジを得 意 と してい る。

販 売パ ッケ ー ジ;価 格

信用 生命 保 険 シス テ ム500ド ル

生 命 保険 グルrプ ・シス テ ムnegotiatioh

生命 保険 証券 の 価値 付け プ ログ ラ ム 〃'

生 命保 険 証 券 の資 産 分割 調 査 〃

年金 の価 値評 価 〃

ライブ ラ リの連 続 的 な リス ト作成 〃

専 門 分野;

生命 保 険 システ ム,一 般的 事 務 シス テ ム,数 学的 シス テ ム

技 術 ス タ ッフ;15名

専 門 分野 の人 員/年 数;

装 置能 力;

言 語能 力;全 言語

会 社 名,住 所;

Co皿paSs,lnc・

306(}ay,Stree七,

Nashrvlle,Tennessee57201

4.2COSM工C't"-

NASA(Nationa■Aeronautic8andSpace

使 用 機械

工BM360
HONEコ 晶

〃

1耳M7072,560

SDS,SIGMA7

ク

" .・

IBM1401,

360

,,.㌦ も:{

AdministratiOn)のTe-

chn。1。gyUtilizati。nOfficeの 下 部 組 織 と し て 設 立 さ れ たCOSM工C(Computer

SoftwareManage皿entandエ#fo皿ationCenter)はGeorgla大 学 と提 携tt

し てNASA'の た め に 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 値 段 を つ け て 販 売 す る こ と に な っ た。
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この プ ログ ラム提 供の 意 図は 民 間 に政 府の 行 な った仕 事の成 果 を使 わせ る こ とに ある。

COSMIOの プ ロ グ ラムの 種 類は3つ のセ ク シ ョンが ある。

セ ク シ ョン1

セ ク シ ョン ∬

セ ク シ ・ン 皿

取 扱 い やす く,実 行 に あた って十分 な ドキ ュ メン テ ーシ ョン を持 っ てい るプ ログ

ラ ムが リス トさ れて い る。

取 扱 い やす いが,あ る面 で ドキ ュメ ンテ ーシ ・ンが 不 完 全な プ ロ グラムが リス ト

され て い る。

十 分 な ドキ=メ ンテ ーシ 。ン を持 っ てい るが,1つ 以 上サ ブル ーチ ンがぬけて い

る プ ログ ラム が リス トされ てい る。

4.2.1利 用 方 法

プ ログ ラ ムは テ ー プ'形式 を と って も カー ド形式 を と って も購 入 で き る。

テ ープの プ ログ ラ ム料 金 は75ド ル で供 給 され るが 返却 は きか ない 。

カー ドのプ ロ グ ラム料 金 は カー ド2,000枚 以 下の 場合 は75ド ルで あるが,2,000枚 を越

える 場 合は そ れぞ れ価 格 づ け が なさ れ る。

プ ログ ラム を注 文 しな いで ドキ ュメ ンテ ーシ ・ンのみ で も購入 で き る。

ドキ ュメ ンテ ーーシ ・ン料 金 を 第4-4表 に示 す。

第4 4表

ド キ ュ メ ン ト の 量 料 金

1～25枚 1.50ド ル

26～50〃 3.00〃

51～100〃 5.00〃

101～200〃 10.00〃

201～500ク 12,50〃

301枚 以 上 15.00〃

4.2.2注 文 手 続

A.入 会 金(10ド ル)を 支払 うか,プ ログ ラム を購入 す る こと に よって

る。 注 文 をす る場 合 は この 番 号を 使用 して 申込 まね ばな らな い。
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プ ロ グ ラ ム 及 び ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 注 文 は 公 式 の レ タ 」ヘ ッ ドと 注 文 書 の 場 合 に だ け 受

付 け る 。

B・ テ ー プ又 は カ ー ド(2,000枚 を 越 え な い カ ー ド)で 注 文 さ れ る。 プ ロ グ ラ ム は 注 文 が 出 さ

れ た とき か 送 り状 を 受 け 取 っ た 時 に お 金 を 支 払 う。

C.COSMICプ ロ グ ラ ム の 注 文 宛 先

COSMIG

Co皿pu七erCenter

Univers工 七アOf(}eorgla

Athen8,Georg工a30601

Telephone;542-3265

AreaCode404

4.2.3GOSMエ0プ ログ ラム分析

COSMエCはNASAの 仕 事 を請 負 った会 社 で 開 発さ れ た プ ログ ラム の紹 介 と斡旋 を 行 な っ てお 層

b,取 扱 い プ ログ ラ ム件数 は 約500件 に達 してい る 。 こ こで は 工cpquarter■ ア に掲載

され たCOSMエCの プ ログ ラム を とbあ げ 分析 を試 み た。

使 用 コン ピ ュー タの 機種

COSMエGの プ ログ ラム が使 用 して い る機械 は 第4-11図 の ようにほ とん どが エBMの 機 械

特 に エBM7094を 使 用 して い る。 したが ってCOSMエCの プ ログラム を手 に 入 れ よう とす る ・

場 合は こ の こ とを 考慮 に 入 れ る必 要が ある。

〆
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ト

料 金

プ ログ ラム料 金 は第4-12図 の よ うにほ と ん どが275ド ル～350ド ル 内の低 価格 の もの

が 多い 。 ドキ ュメンテ ーシ 。ン料 金 も第4-15図 に よる と低 価格 で購 入 で きる。

第4-12図 プ ロ グ ラ ム 料 金
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第4-15図 ドキ ュ メ ン テ ・L－シ.ン 料 金

90

(
プ

ロ
グ

ラ

ム

数

)

75

60

45

30

15

0

無5101520

以
料 下

〃 〃 〃

2530554045

〃 〃 〃 〃 〃

-56一

5055606570

〃 〃 〃 〃 〃

金 額(ド ル)→



'

1

」

ー

プログラム開発会社

COSMエCで 掲載 され てい るプ ログ ラムは ど ん な会 社 に よっ て作 られ た ものか 。 第4-5表 に
」

これ をみ る と,や は り航 空 機 メーカ,宇 宙機器 専門 メ ーカが 多 くの プログ ラムを 作 っ てい る。

これ はNASAの 性 格か らい って も当然 の ことで あろ う。

第4-5表NASAの プ ロ グ ラム を 請 負いqOSMエCで 紹介 さ れ た 会社

(1969年1月 号 の エCP{もuarterlyに よ る)

会 社 又 は 大 学 請 負 プ ログ ラ ム数

レ

1Boe手n・9' 40

2NorthA皿ericanAv工ation-Rocketdyne 32

きJe七Propu■6ionLaboratory 28

4.・LangユeyRe日earchCen『 ヒer 17

.=

5ク ラ イ ス ラ ー社' 14 .

6(}eorglaUniver日ity 15

L

7LecuエsRe日earchCentθr 12

8(}eneraユEユec七ric 11

,
9Aeroje七 一(}eneraユCorporation 10

Spaceand工nfor皿ationSy日 七e皿D工v工sloz1 10

11Nor七hA皿erエcanAvia七ion-S&TD 9

12Wes七inghou日.e 8
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13Westi丘ghou日eA日 七ronucユearLaborato.ry 7

. Nor七hA皿er工canRockwe工1-Rocketdyne 7
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16
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GoddardSpace.F■ightCenter

工.B.M'
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MannedSpaceCraf七Center
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TRWSyste皿s
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5.自 社 開 発 か購 入 か

IGP,OOSM工C等 の プ ログ ラム流 通 機 関を通 じて ソフ トウエア パ ッケ ー ジが マ ー ケ ッ トに大 量

に 出 まわ る につ れ,こ れを ど うや って経 済 的 に利用 した らい い か をユ ーザは検 討 しな け れ ばな らな く

なっ て き た。

これ まで ユ ーザ は プ ログ ラムをほ とん ど 自社 で 開 発 してい たので あ る。 しか し安 くて 良い プ ログ ラ

ムが利 用 で きるな らば これ を利用 し た方 が よい 。

本 当 に 自社 で 開発 す る より も安 く良 い もの が手 に 入 るか ど うか?

こ こで 「自社 開 発か 購 入か 」 とい う問題 が でて くる。 アメ リカの コ ンピ ュー タ ・ユ ー ザはす で に こ

うい った 問 題に 直面 して お り,こ の 方面 の問題 に 手 引 きとな る ような解説 もあち らこち らで 現 わ れ て

い る。 こ こでは だ い たい こん な 形で 行 なわ れ てい る とい う意味 で こ の問題 を紹介 してみ た い。

5.1自1辻 開発 套 購入 か
←

この 決 定 を正 し く行 な うた め には一 定 の評 価 基 準 を設 定 し,こ れ に従 って正 し く評 価 しな け れ ば

な らない 。

評 価基 準 と して は一 般 に次 の ような ものが 考 え られ る。 すな わ ち コス ト,時 間,ス タ ・フの能 カー
',・__ .___

で あ り,こ の 他パ ・ケ ー ジを使用 した こと の あ る ユ ー ザの 体 験談 を集め る こ と力湯 婆 で ある。 さ

て評 価 に あた って どの 基 準 を最 も重 くみ るか とい う,い わ ゆ る優 先 度 はそ れぞ れ の会社 に よっ て違

う。 た とえばA社 は時 間 より もコ ス トを,B社 は コス トよ り も時 間を 優先す るか も しれ な い。 さ て

個 々の基 準 に つ い て具体 的 に説 明 す る と,

き せ季 三 ㌧

自社 開発 コス トとパ ッケ ー ジ購 入 コス トをそ れぞ れ 大 まか に検討 す る場 合,次 の ような種 類 の コ

ス トにっ い て個 々に あた らね ばな らな い。

O自 社 開 発 コス トに は シ ステ ム調 査,設 計,プ ロ グ ラ ミン グ,デ バ ・ギ ング,テ ス ト,ド キ ュ メ

ンテ ー シ ・ ンにか か る費用 が考 慮 され なけ れば な らない。

O購 入 コス トには システ ムの購 入 費 用の他 に 多 くの場 合修正 コス ト,訓 練 コス トも考 慮 しな けれ

ば な らな い。

〔
自社 で 開発 す る 場 合 どの く らい の時 間が か か るか。 ま たパ ・ケ ー ジを買 って実 際 に使 用 で きる よ
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うに な る まで どの く らい 時 間 がか かる か を見 積 り比較 す る。 しか し一 般 に 自社 開 発の 場 合 は開 発に

時 間 を 必要 とす る が,パ ッケ ー ジを購 入す る場 合は 自社 開 発に く らべ て短 時間です む。 したが って

急 ぐと きは ど うして もパ ッケ ー ジに手 が伸 びる。

ス タ ッ フ

自社 の ス タ ・フには それ を開 発 する能 力 が ある のか。 ス タ ッフの 意見 とか,こ れ まで の 経験,そ

れに 現 在抱 えてい る仕 事の量 な どか ら判 断す る。

他 のユ ーザ のパ ・ケ ージ使 用経 験

他 パ ・ケ ー ジを開 発 か購 入か の決定 をす ると きどん な問 題 が起 ったか,ま た 購 入 の 利 点 は 何

か 。

た と えば シス テ ム作 成 にた ず さわ るス タ ッフは どの よ うな反 応 を示 した か。

パ ・ケ ー ジを購 入 した場 合は そ の シス テ ムの専 門的知 識 を短 期間 で吸 収 で きるか
。 な どが 聞け れ

ば よい。
へ

さ て こ うゆ うことで 仮 にパ ッケ ー ジを購 入 した方 が よい とい う決 定 が下 っ た と し ょう。

5.2パ ッケ ー ジ購 入

まず で きるだ け 多 く市販パ ッケ ージ の情報 を集 め るこ とで ある。 次に そ の リス トを 作成 し,評

価基 準 を決 硲 経 らの 評価 基準 を5つ の段 階に わ け て紹 介す る。

。。,麿陣
(1)リ ス トを も とに してパ ッケ ー ジのハ ー ドウ ェア 機種,コ ア ・ナイズ,周 辺機器,言 語等を調べる。

(2)売 手 に会 いそ れぞ れの シ ステ ムの特 徴 と性 能 に つい て の説 明 を受 け る。

5.2.2第2段 階

経 済性,シ ス テ ムデザ イン,イ ンプ ・ ト,ア ウ トプ ・ ト,サ ポ ー トの評 価基 準 を 次 の ようにす

る。

(1)経 済 性

パ ・ケ ー ジ購 入 にか か る全 費用 は販 売価格 に 加 え て シス テ ムの テス ト,シ ス テ ム の修正,訓

練,コ ンパ ージ ・ン,制 御,保 守 の費 用が ある。各 社 の を比 べ,最 も安 い もの を選 ば な ければ

な らな い。

(2)シ ス テム デザ イン
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Oフ ァイ ル構成 はア プ リケー シ ョン と釣 合 っ てい る か。

Oプ ロ グ ラムは 簡 単明瞭 にかか れてい る か。

O新 しい プ ログ ラムは現 在 ある もの と結 び あわ す こ とが で きる ようにモ ジュール化 され てい

るか。

O能 率 よ く操 作 され るか 。

。 フ.ログ ラ ムは 会社 の 成長 と ともに拡 大が 可 能 か。

(5)イ ン プ ッ トに つ い て

O取 扱 いは 容 易 か。

O修 正 は 可 能 か。

(4)ア ウ トプ ッ ト

O新 しい シス テ ムは 必要 な情 報を 獲得 で き る カb'

O新 しい シス テ ムに よる新 し く追加 さ れ るア ウ トプ ッ トは会 社 が必要 と してい る もの な のか 。

。 将 来 ア ウ トプ ッ トを拡大又 は 縮少 で き るか。

(5)サ ポ ー ト

o設 島 訓練 に どん なサ ポ ー トが提 供 され る か。

。 シス テ ム に誤 りが あ った場 合,売 手は どん な補 償 を して くれ るか 。

o売 手 の ドキ ュメン テ ーシ ョンは 十 分 か。

5.2.5第5段 階

売手 の 評 判,パ ・ケ 占 ジの 評判,契 約,デ モ ンス トレーシ ・ン の評 価基 準 を 次の よ うに す る。

(1}売 手 の 評判

Oソ フ トウエ ア会 社 で あれ ば営 業 経 歴 の長 さ は ど うか 。

oパ ・ケ ージに つい て の経 験は どの程度 の もの か。

ρ どん なパ ッケー ジを他 に提 供 してい る の か。

Oサ ー ビス セ ン タ ー所在 地は ど うか。

② パ ッケ ー ジの 評判

oそ のパ 。ケ ー ジを現 在 使用 して い るユ ー ザ を チェ ックす る。

oL・{っ パ ッケ ージが 作 製さ れ た のか。

・ 最初 か らパ ・ケ ー ジ と して設計 さ れ たの か。

。 仕 様書 通 りの性 能を発 揮 す る か。
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(5)契 約

Oど ん なサ ポ ー トが含 ま れ てい るか。

Oど ん な条 件 と保 証が ある のか。

。 プ ログ ラ ムの誤 りに つい て の責 任 はだ れに 帰す の か。

(4)デ モ ンス トレー シ ョン

o自 分 の 会 社 の イ ンプ ッ ト見本でそ のパ ッケ ー ジ を使 用す る。

o－ 定 期間 最小 限 度 の費 用又は 無 料 でそ のパ ッケ ージを 使用 す る。

以上 は比 較検 討 をす る 際考 慮 しな け れば な らない ご く一 般 的 な もので あ り,各 ユ ーザ は 自己 の

デ ー タ処 理 計 画 全体 とに らみ あわせ た更 に深 い考 慮 が 必 要で あ る。

5.3.Kennedy社 の パ ッケ ー ジ購入 プ ロセス(仮 想 例)

5.5:1Kennedy社

Kennedy社 は フ ァイル を 更新 す る新 しい シ ステ ム を必 要 と して あれ これ 物 色中 で あ る。

同 社 のシ ステ ム構 成 は

0128Kの560/401台,テ ー プ5本,2514を1台,DOS用 の タイプ ライ ター,

カー ドリーダ㍉/パ ンチ。

.064Kの360/301台,テ ー プ4本,2311を5台,DOS用 の プ リン ター とカ ー

ド リーダラ/パ ンチ。

社 内ス タ ッフは

プ ログ ラマ ー18名,シ ス テ ムア ナ リス ト5名,マ ネ ー ジ ャ ー3名,使 用言語 はGOBOLで

ある。

さ て,同 社 は現 状か ら推 して,ス タ ッフ不 足 で シス テ ム の開発 作 業 を社 内 で実施 で きない と

判断,外 部 の ファ イル 管理 シ ステ ム を検 討 し,満 足 な ものが あ れ ばそ れ を購入 す る ζ とを決 定

しだ。

そ こで 「フ ァイル管理 シ ステ ム」 を販売 す る 売手 とあ た って 第5-1表 の資料 を あつ め た。
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第5-1表

項 目 社 内 A社 B社 c社 D社 E社 F社 G社

ハ ー ドウ エ ア ー 工BM 工BM 工BM 工BM IBM 工BM 工BM IBM

必 要 な コ ア 64K 64K 64K 64K 128K 64K 64K 64K

周 辺 機 器
5七ape

5-25× ×
23× ×

註1

var
Var

一 Var var 1-2514

ソ ー ス

ラ ン ゲ ー ジ

COBOL

BAL
BAL COBOL FORT 一 COBOL COBOL 一

オペ レーテ ィ ング

シ ス テ ム
DOS

OS

DOS
DOS

一 一 OS DOS 一

O.K 0.K 一 一 一 O.K 一

パ ッケ ー ジ価 額 25DOO き0,000 20,000

註1.variable

5.5.2

0

o

o

o

Kenned∫y社 パ ッケー ジ購 入第1段 階

0社 はFORTRAN言 語 で書 か れ てい る ので 除 く。

D社 は128Kの コア を 必要 とす るので 除 く。

E社OSで な い と操 作で きない の で除 く。

G社 は360/50に 無 い2314を1台 必 要 とす るの で除 く。

5.5.5Kennedy社 最 終 決定 を行 な う。

3つ のパ ッケ ー ジ が残 りこ れ を比較 す る。 これ に は点 数 と ウエ イ トで も って合 計 し,こ れ を比

較 す る方 法を もちい る。

第5-2表 で は点 数 を 定 め るの を容 易に す る為 に最初 の ランク づ けを して お り,第5-3表 に

これ を点 数 で あ らわ しそ れ に ウエ イ トを掛 け あわせ て合計 した。

そ の結 果A社212点,B社356点,F社272点 とな り,Kennedy社 はB社 のパ ・ケー

ジを 購入 す る こと に決 定 した。
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第5 2表

項 目 A社 B社 F社

工
パ ッ ケ ー ジ ・ コ ス ト $25,000 $50ρ00 $20,000

訓 練 ・コ ス ト $6,000 $2000 $6,000

機械 の テス ト $5,500 $4,000 $Z500

コ ン バ ー ジ ョ ン シス テ ムに より

作製 される
広 範 囲 普 通

シ ス テ ムの保守 双方の責任 売手による保守 ユ ーザ の責任

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

取扱 い フ ァイルー 希 望 順,索 引 順 全部の型が可能 全部の型が可能 全部の型が可能

共 通 ル ーチ ン 狭 い 広 範 囲 適 正

繋 辞 麓 令『可能櫨 一難 9to1 5七 〇1 6七 〇1

例外ル ーチン→ 同票準マクロの入れ易さ 良 い 非常に良い 適 当

糟 読 了 トとデ・バ ・ギング 無 し 適 当 適 当

処理能率一翻訳及び命令実行時間 適 度 良 い 優 秀

讐 騨 ㌻ 裸 讐 インプ・ト 適 度 良 い 劣 る

シ ス テ ム 全 体 の プ ログ ラ ム・ロジ ック 適 正 良 い 良 い

.イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト

フ ォ ー ム ・デ ザ イ ン 良 い 優 秀 非常に良い

票踊 養 窃 グラ　 以外の者 適 度 良 い 良 い

多様』 標準外フォームの使用 良 い 非常に良い 良 い

欄の サ イズ 可 変 適 正 劣 る
各種 機 器 に割 当て 可能 な ア ウ トプ
ッ ト プ リン タ 各 種

プ リ ン タ 又 は
テ ー プ

能 ㍗ ㍍ アウげ ・ト可能な 狭 い 各 種
3イ ン プ ッ ト
5ア ウ トプ ッ ト

サ ポ ー ト

設置 装 置サ ポ ー ト 2日 設置されるまで 設置されるまで

訓練 日数と人数 5人 に3日 間 1クラス に5日 間 8人 に5日 間

トキ ュメンテ ーシ 。ン の 質 と量 適 正 優 秀 適 .正

設置 後 の サポ ー ト 必要に応じ 月に1回 と必要に応じ な し
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第5-3表

項 目 加重因数
A社 B社 F社

点 数 XWF 点 数 XWF 点 数 XWF

経 済 性
パ ・ ケ ー ジ ・コ ス ト 4 2 8 1 4 5 12

訓 練 コ ス ト 2 5 6 1 2 3 6

機 械 の テ ス ト 2 2 4 3 6 1 2

コ ン バ ー ジ ョ ン 5 5 15 1 5 3 15

シ ス テ ム の 保 守 6 2 2 ろ 旦 1 6

小 計 45 55
.-

41

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

取 扱 い フ ァ イ ル 10 5 30 5 30 3 30

共 通 ル ー チ ン 11 1 11 3 33 2 22

作製 さ れ た 命 令 13 1 13 5 39 2 26

例 外 ル ー チ ン 7 2 14 5 21 1 7
}

診 断 4 1 4 5 12 3 12

処 理 効 率 10 1 10 2 20 3 50

修 正 の 容 易 さ 6 2 12 5 18 1 6

プ ログラム ・ロ ジ ッ ク 5 1 5 5 9 5 9一
小 計 97 182 142

イ ンプ ッ ト ・ア ウ トフシト

フォ ー ム ・デ ザ イ ン 4 1 4 3 12 2 8

使 い 易 さ 3 1 3 5 9 5 9

多 様 性 5 2 10 3 15 2 10

欄 の サ イ ズ 2 3 6 2 4 1 2

割 当 可 能 6 1 6 3 18 2 12

周 辺 機 器 数 7 1 7 5 21 2 14一
小 計 56 79 55

サ ポ ー ト

設 置 3 1 5 3 9 2 6

訓 練 5 1 5 5 9 2 6

ドキ ュメ ンテ ーシ 。ン 8 2 16 5 24 2 16

設 置 後 の サ ポ ー ト 6 2 12 3 18 1 6一一 一
小 計 54 60 34

合 計 212
*556

272
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6.ソ フ トウ エア 流 通 市 場 の拡 大 と問題 点

6.11BM,価 格 分 離に 踏 み切 る

1969年6月23日,工BMは ハ ー ドウエア と ソフ トウ エア の価 格 を 分離 す る と発表 した。

エBMが 発表 した新 価格 体 系 の骨 子 は,1970年1月 か ら従来 無料 で提 供 して きた。

〔1)シ ステ ム分析 な どエ ン ジニ ア リング.サ ービス

(2)各 種 ア ブ リケ ーシ ・ン ・プ ロ グ ラムな ど ソ フ トウエ アの 大部 分 。

(3)ユ ーザ 向 け に行 な ってい た 要 員の トレ ーニ ン グ ・サ ー ビス の大 部 分。

を有料 に す る一 方,ハ ー ドウエア の販 売 価格 を直 売,レ ン タル と もに約5%引 き下 げ るとい うもの

で ある。

IBMの 今 回 の決 定 の 意義 は い ろい ろ な角 度 か らと らえ られ るだ ろ うが,い ままで バ ーHドウ エァ

の 付録 の ように 扱 わ れ て きた ソ フ トウ エア を,ハ ー ドウエ ア か ら切 り離す こ とに よっ て独 立 した商

品 と した こと が一番 大 きい。 そ して コ ン'ピュ 一 夕業界 で この影 響 を もっと も強 く受 け るの が ソ フ ト
～

ウェア会 社 で あろ う。

プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ ・マ ー ケ ッ トの 出現 にみ られ る よ うに,近 年 ソフ トウエア 会社 は多 数の

ユ ーザ に商 品 と して売れ る汎 用プ ログ ラム に力 を入 れ てい る。 しか しこれ まで メー カは マシ ン を買

ったユ ーザ に無 料 で 多 くの ソ フ トウエ ア を提 供 して お り,ソ フ トウエア 会社 は とにか くや りに くい

面が 多か った。 た とえ ば こん な例 が ある。PrOgra皿at■CSと い う ソ フ トウエ ア会 社 がPi

-Sor七 とい う360用 の ソー トププ ログ ラムを 出 し在 しか しエBMは480と い う同類 の ソー

ト ・プ ログ ラ ムを ユ ーザ に無料 で 配 る た め非 常 に困 り,訴 訟 事件 に まで持 ち込 ん でい る。

今度 の価 格 分離 は来 年 の1月 か らで あ るが,そ れ以 降は ソフ トウ エア会社 は 少 くと もIBMの プ

ログ ラ ム とは 同一 基 盤 の ソフ トウ エ ア ・マ ーケ ・ トで値 段,性 能の上 で対 等に 渡 りあ うこ とが で き

る ので あ る。 今 回 の エBMの 価格 分離 実施 発 表に つづ いて,す で に 小型 コン ビ=一 夕L2000で

一部 価 格 分離 を実 施 して い るBURROOGHSは 本 年 末 まで に方 針 を発 表 す る とい う。GDC,RCA

な どの 各 メー カ もソ フ トとハ ー ドを別 立にす る方 向 に急速 に動 きつ っ ある。

価格 分 離は この よ うに ソ フ トウエ ア ・マ ー ケ ッ トを創 り あげ る の に必 要な プ ロセ スで あった が,

ソフ トウエ ア流 通 市場 に と って もう1つ 欠 くべか らざる条 件 が ある。 そ れは ソ フ トウエ ア保 護 とい

う問題 で ある。
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6.2価 格 分 離 と特 許 は車 の両 輪

ソフ トウエア は 一 たん 発表 され て世 に 出る とい くらで も模 倣 が可 能で あ る。 これ では ソ フ トウエ

アで食 って ゆ こ うとい う会 社 や 多額 の資金 を つ ぎ込 んで 開発 した 会社 は た ま らない。 売 買の 際 ノ ウ

ハ ウの権 利 を守 る最小 限 のル ー ルが 必要 で ある 。 プ ログ ラムを何 らか の 形で保 護 しなけ れ ば,と い

う声は こ うして起 こ って きた。

良い ソ フ トウエ アが安 く利 用 で き,ソ フ トウ エア 投資 の無 駄 と要 員 の不 足 を解 決 す るに は,健 全

な ソ フ トウエア の流 通 体制 を 育 てね ば な らない 。 プログ ラム保 護 と価 格 分離 は こ の ソフ トウエア界

の要 望 達 成 にむ か ってひ たば しる車 の両 輪 である と言え よ う。

こ うい った観 点か らこ こで は,プ ログ ラムを 保 護す るの に どん な方法 があ り,そ れ ぞ れの方法 で

充 分保 護 で きるか ど うか。 また 価格 分離 に つい て,そ の 背景 と今 度 の問題 を簡 単 に紹介 し,ソ フ ト

ウエア 流 通制 度 誕生 にい た る周 辺条 件 の理 解 の一 助 と したい。

・・巨 遠 暴
ソ フ トウエ アの保 護手 段 と して考 え られ てい る ものは現 在5つ ある。鑑 渥…た蓋 陸 法 ・一商法 圭二

の機 密保 護 が それ で あ る。 そ れ ぞ れ保護 手 段 と しては一 長 一短 が あるが,今 の と ころ特許 法 に よる

もの が 一番 関心 を集 め て い る し,そ れ だ けに 話題 も多い。 こ こでは プ ログ ラム保 護 を特 許 に限 って

と りあけ,こ れ まで の論 争 の経 過 と焦 点 を 明 らか に したい。

昨 年 のsTco(春 季 コン ピ ュ;タ 会 議)で は 特許 問 題が1つ の中 心的 争 点で あった。 そ してふ.;

bか え ってみ る と このSJCOご ろか ら特許 論 争はだ んだ ん具 体的 な形 を とって きた ように みえ る。

ち なみ にSJCC前 後 か らの主 な歩 み をみ る と次の ように なる。

1968年4月

9月

12月

5月

特 許 庁,ソ フ トウエ ア会社ADRに 第一 号 ソ フ トウエ ア特許 を交 付。

第1回 ソ フ トウエア権大 会,ジ ョー ジ・ワシ ン トン大 学で 開 催,ソ フ トウエア保

護を め ぐって論 争 が た たか わせ れる。 こ こで は ソ フ トウエアは特 許 に なる のか

?ソ フ トウエ アの 商 品価 値 は?と い った 問題 が本格 的 に討 議 され た。 また特 許

庁 が この 大 会 にむ け て 「ソフ トウエ アは 特許 とす るにふさ わ しい もの では な い」

とい う声 明 を 出 し,波 乱 を呼 ぶ。

米 国 関 税特許 控 訴 裁 は,モ ー ビル石 油 の訴 え を認 め 「ソフ トウエ ア部 門で も特

許 は成 立 す る。 」 とい う判 決 を出 した。

モ ー ビル石 油 公 判 をめ ぐり,論 議が わ く。 公 判支 持 の立 場 を とる のは ソフ トウ

エ ア 会社,モ ー ビル石 油 な どコ ン ピュー タ ・ユ ーザ 。公 判反 対 の立場 を とるの
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は特 許 庁,IBMな どメ ー カ。

ざ っと大 きな と ころ を ひろ っただ けで もこ れだ け あ る。 そ して この各 段 階 ごとに論 議 を だ んだ ん

具体的 なか た ち をとる よ うに な り,論 争 の 焦 点がUま られ て きた感 が あ る。 論 争 の経 過 を追 ってみ

る と,

ADRに ソ フ トウエ ア特許 第1号 の認 可 を下 した。 特許 庁 はそ の後一 貫 してプ ロ グ ラムを通 常

の特 許 と して扱 うの は 不 適 当で あ る とい う態 度 を強 め てお り,ソ フ トウエア特 許 問 題に つい ては

前 より一 層議 論 が激 し くな っ た。 た とえ ばそ の後モ ー ビル石 油の 特許 申請 を却 下 し,こ の た め モ

ビル石 油 は関 税 特 許控訴 裁に訴 え る とい う事件 まで 起 きてい る。

こ うい った 状況 の下 で ソフ トウエア の特 許権 に つい て公 式 の立 場 で 討議 し ようとい う立 場 か ら

第1回 の ソ フ トウ エア権 大会 と もい うべ きttTheLawofSoftware,'が ジ ・一 ジ ・ワシ

ン トン大 学で 開催 され る ことに な った。

第1回"ソ フ トウエア 権"年 次 大 会 の 開催

ソフ トウ エア または プ ログ ラ ムは特 許 に なる のか?ソ フ トウエ ア の商 品価 値 は?と い った 問 題

が 第1回 の ソフ トウエア権 大 会 と もい うべ き会議 が初 め て公 けに 開催 され た。

こ の会議 は ジ 。一 ジ ・ワシ ン トン大 学 の コン ピュ 一 夕ーズ ・イン ・ロ ウ ・イ ンス テ ィテ ユ ー ト

とACM,ARLA(特 許 法 協会)DPMAの 共催 で1968年10月22日,23日 の両 日ワ

シ ン トン で開 か れた。 会議 は4つ の 分科 会にわ か れ て行 なわ れ た。 第1セ クシ ・ン が ソ フ トウエ

ア 事業 の概況 で,ソ フ トウ エア産 業 とは?ハ ー ドウエア との 関係,ハ ー ドと ソフ トの価 格 分離 問

題,業 界の統 計 デ ー タ収 集 とそ の傾 向,把 握 な どの検 討。

第2セ クシ ・ンは特 許 に つい てで,ソ フ トウ エア特 許 の有無,そ の ケ ース ・ス タデ ィ,プ ログ

ラムの保 護 など で ある。 また第3セ ク シ.ン は 著 作権 法 関係 で,そ の 現 状 や著 作権 法 で 保護 で き

る限 界 などを と りあげ る。 第4セ ク シ.ン は独禁 法 関係 で ある。

と ころで この ソフ トウエ ア権 大 会 には特 許庁 か ら波紋 の石 が 投げ られ た。 大 会の 開催 に先 立 っ

て特許 庁 か ら 「コン ピュ ー タ ・プ ログ ラムは 特許 制 度 の対 象 と しな い。 」 との声 明 が 出さ れ た の

で あ る。 このた め大 会はは か らず もこの特 許 庁 の見 解 を め ぐっ て論議 が 展 開 され る こと に なっ た。

特 許 庁 の こ の見解 の裏 付け と しては 「コン ピ ュー タ ・プログ ラムそ れ 自 体は物 理 的 な もの でな く,

特 許 の対象 とは み な さ れ ない いわ ゆ る知 能活 動 で ある か ら特 許 に よる保 護は ふ さわ し くない 。」

とい うもの で あ る。

と ころ で この 特 許 庁 の見 解 に対 して一般 の特 許法律 家 は 次の よ うな反 対 意見 を 述べ てい る。 す

なわ ち,「 コ ン ピュ ー タ ・プ ロ グ ラムは コ ン ピ ュー タの コン トロ ール ・メ カニ ズ ムで あ り,コ ン
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ピュ 一 夕は この 指令 の も とにオ ペ レ ー トされ なければ何 んの実 用価 値 も ない 。 この点 か らす れ ば

プ ログ ラ ムは明 らか に機 械装 置 で あ り,そ れ 故立 派 に特 許の対 象 とな り得 る。 」 とい うもので あ

る。

す ぐ後 で この 見解 が 具体的 事実 を め ぐって検討 される ような事件 が 起 こ った。

モ ー ビル石 油 公 判

1968年11月20日,米 国 関 税 特許 控訴 裁は 「ソフ トウエ ア部 門で も特 許 は成 立 す る。 」 と

い う解釈 を打 ち 出 し,モ ー ビル石 油 の訴 え を認 め る判決 を出 した。

こ の公 判のい き さつ は有 名 な石 油 会 社モ ー ビル石油 のPraterとWeiと い う2人 の技師 が混

合気 体 中 の ガスの 凝 集塵 を正 確 に測 定 す る 分光 写真技 術 の測定 方法 を コ ン ピュ ー タ化 し,こ れ を特

許 庁 に 申請 した こ とに は じま る。 特 許 庁 は これ を 「ソフ トウエ ア部 門で は 特許 は成立 したい」とあ っ

さ り 申請 を却下 したの で ある。 噂 では 特 許 庁は モ ー ビル 石油 の 申請 を ろ くに詳 し く審査 しな か った

とい う もの もある。

しか し,モ ー ビル公 判が 出 た折,特 許 庁 は コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラ ムは単 に数 学的処 理過 程 にす

ぎず,特 許 の対 象 とな る もので は な い が,コ ン ピュー タ ・プ ログ ラムを コン ピ ュータに与 え る と・と

に よって,コ ン ピ ュー タを全 く新 ら しい機 械 に変換 す るか ど うかで ある。 も し交 換 し得 るな らば,

プ ロ グ ラムは現 行法 にお い て特 許 資格 が あ り,そ うで な い とす るな らばプ ロ グラ ムは特許 資格 がな

い こと にな る。 とい う どち らとで も とれ る 意 見を表 明 して い る。 また特 許 庁 は 控訴 裁の 裁決 を 不 満

とし最 高 裁 に もち込 ん だた め,最 終 的 な結 論は 一年 以 上かか る との ことで あ る。

さて,現 在 この 判決 を め ぐ って あ ち らこち らで特許 論 議 が高 まっ てい る。

まず ワシン トンで はモ ー ビル石 油 公 判 に つい て公聴 会 を開 け とい うメ ー カ,ユ ーザ,ソ フ トウエ

ア会 社 の声 が控訴 裁 に寄 せ られ て い る。 公聴 会 の アピ ール に名 を連 らねて い るの は エBM・HONEY

WELL,ADR,AエSC(AssnofエndependentSoftwareOo・)な どで あるが

メ ー カとソ フ トウエ ア会 社 との 間 に は,は っき りと した 意見 の対立 が ある。 す な わ ち エBMは 何 故

控訴 裁 が ソフ トウ エア は特 許 で は な い とい う特 許庁 の 見解 に反 対 の立 場 を採 った のか を明 確 に説 明

す べ きだ と して お り,む しろ控 訴 裁 の 解釈 が ひ っこめ られ るこ とを望 んで い る。 これ に対 してAD

Rな どは,特 許 庁 の不 合理 な考 え方 を つ ぶす とい う立 場か らモ ー ビル石 油 ケ ース の 合理性 が この 際

し っか り立 て られるべ きだ と して い る。 な お特許 庁 を支持 す る側 に は エBM,HONEYWELLな

どが あ り,AエSO,ADR,Mob工 手石 油,Be1■Te!θphoneな どは公 判を 支持 して い る。
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6.4ソ フ トウエア特 許,今 後 に残 る問 題点

ソ フ トウエ ア保 護 手 段 の1つ で ある著 作 権 では単 にそ の表 現 方 法 が保 護 され るだ けだ が,特 許 権

に よれば 処理 方 法 や場 合 に よって は機 械 の 使用 を も独 占で きる権 利 を得 る こ とが で きる。 そ れだ け

に ソ フ トウエ ア会社 や コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザは これの実 現 に力 を 入 れ てお り,今 や,コ ン ピュ ータ

界の 世論 を この 方 向に む け る ところ ま で きてい るが,そ の 前途 に は まだ検 討 が 必要 な 問題 が沢 山横

た わ ってい る。

まずADRに 特許 第一 号 を許 可 しなが らそ の後一 貫 して ソ フ トウ エ ア特許 を叫 んで い る特 許庁 だ

が,そ の反 対理 由の理 論 的 裏 ず けは さ てお き,す ぐには 解 決 で きな い お家 の事 情が あ る こ とを無視

しては な らない 。 これ に は 大 きな もの と して2つ の問題 が ある。 まず 第一 に,現 在特 許 庁は 少な く

と も人 の 面 で も施 設 面で もプ ログ ラ ミン グの分 野 におい て高 度 な技 術 を評 価す る充 分 な能力 を持 た

ない とい うこ とが あ り,第 二 に は プ ログ ラム の特許 に あた るス タ ッフが極 度 に不 足 してい る こ と。

お よび こ うい った人材 を雇 い入 れる こ と もで きな い とい う事 情が あ る。 こ うい った ととか ら特 許庁

は ソフ トウエ アには 手 を 出 したが らない のだ とい う見方 が流 れ てい るが,あ なが ち うが っ た見方 と

もい え ない で あろ う。

ま たソ フ トウ エアの 特許 が 実現 して も,そ れが は た して 業界 に とっ て本 当 にため に な る ことな の

か ど うか 疑 問だ とい う声 も ある。

ニ ューハ ンプ シ ャー大 学 のMlChaelDUggan氏 は 「特 許 に よる プ ログ ラムの保 護 は競 争 を

阻 害す る よ うに な るだ ろ う。 」 と述べ てい る し,こ の他ス テ ップ を ち ょっ と変 え ただ けで 新 しい も

の がで きて しま う。 な に をア イデ アの基 本 とす る か,む ず か しい 問 題 で 場 合 に よっ ては業 界 に混乱

を もた らすだ け だ ろ う。 とい う声 もある。 この よ うな ことか ら 「特 許 に よる保 護 も著 作権 に よる保

護 も適 当で は ない。 プ ログ ラ ム を保護 す る ため の新 しい 方 法 が模 索さ れ るべ きだ。 」 とい う意 見 ま

で 出てい る。

第 四 世代機 は フ ァーム ・ウエ ア だ とい う声 が高い。 プ ログ ラム が 機械 と して マシ ンの 内部 に組み

込 まれ た らど うな るの か。 現 在 ま だ この 問題 につ い ては何 ん ら公 け に討 議 され てい ない が,い ず れ

論 争の 舞 台に お ど り出 る のは まちが い な い と思わ れ る。
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附 録1.日 本 情報 処 理 開発 セン ター登 録 プ ログ ラ ム

t

2

5

4

5

6

z

a

9

α

1

2

5

4

5

1

1
1

1

1
`

1

1

条件付最大傾斜法

因 子 分 析 法(P-v)

統 計 分 布 の 値(正 規 分 布,x2分 布,F分 布)

ク ロ ス コ レ ーシ ・ン と ク ロス ス ペ ク トル

重 回 帰 分 析

固 有 値 の 計 算(ダ ニ レ フス キ ーベ アス トウ法)

圧密沈下重及び沈下速度の計算

磁気テープ容量の計算

水と蒸気の実用国際式サブルーチン

多層構造の沈下計算

台形分布帯状荷重による地中応力計算

COMPACTCOBOLCODER

REPORTGENERATER(1),(fi)

汎用 フ ァイ ル更新 処 理

汎 用.REPORT-MA工L工NG(ゼ ネ レ 一 夕形式)

2

2

2

5

4

4

5

5

6

6

フ

7

8

9

9

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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(1)プ ログ ラム題 目:条 件 付最大 傾斜法

プ ロ グ ラムの 内容 とそ の特 徴 お よびそ の適用 範 囲;

π次元 ベ ク トルX・(n≦15)に 対す るSCa■ov函 数F(X)を9乞(X)≧Oi=1,

2,・ ・… ・,… の条 件 で局 所最小 値 を求 め る。 こ こで,gi(X)はXの1価 函数 で ある。

方法 は 最大 傾斜 に ょる。

シ ス テ ム 構 成:HITAC5020E

記 述 言 語:FORTRAN

提 供で きる プ ログ ラム:カ ー ド,リ ス ト,500カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属名,住 所,電 話

小 玉 剛

早大 理工研 核物 理

新 宿区 画 大久 保4-170

563-5211(内)455

(2)プ ログ ラム題 目:因 子 分析 法(P-V)

プ ログ ラムの 内容 とそ の特 徴 拾 よびそ の適 用 範 囲;

相 関行 列 より主成 分 解 法に よ り因子負荷 量 を求 め,Var工 皿axの 回転 を 行 な う。 なk・主 成

分 解法 はパ ワ ー法 を用 い てい る。

相関 行列rb×n,n≦65

(因 子 数 は5ま で とす る

シ ス テ ム 構 成:CDO,G-20CR1台,CP1台,CRP1台,MT6台,LP1台,

デ ィ ス ク1台,16k語

記 述 言 語:FORTRAN

提 供 で きる プ ロ グ ラ ム:カ ー ド,リ ス ト,250カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属 名,住 所,電 話

三 結 武

鉄 道 技 術研 究所 電 子 計 算セ ン タ ー

東 京 都国 分寺 市 光 町2-180

0425-72-2151(内)287

(3)プ ログ ラム題 目:統 計 分布 の値(正 規 分 布 工2分 布,F分 布)

プ ログ ラムの内 容 お よび適 用範 囲;
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次 の もの が選択 で き るサ ブル ーチン(FORTRANIVに もな おせ る)

1遮 襟 ㌶ ㌶ 嶽=を 求める.}(識語
(3}X2分 布でf,α を.与えエ2(f,α)を 求 め る(Wエ1SOn-HエlfertykD近 似式)

(4)∬ 分 布 でf、,f、,α を 与 え ∬(プ 、,f2,α)を 求 め る(Pau■SOnの 近 似式)

シ ス テ ム 構 成:CDC,G-20CR1台,CP1台,ORP1台,PTR1台,MT6台

タ イ プ ラ イ タ1台,デ ィ ス ク1台,16k語

記 述 言 語:FORTRANエ ェ

提 供 で き る プ ロ グ ラ ム:カ ー ド,リ ス ト,96カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属 名,住 所,電 話

三 間 武

鉄 道 技 術 研 究 所 電 子 計 算 セ ン タ ー

東 京 都 国 分 寺 市光 町2-180

0425-72-2151(内)287

(4)プ ロ グ ラ ム題 目:ク ロ ス コ レ ー シ ョン と ク ロ ス ス ペ ク トル

プ ロ グ ラ ム の 内 容 と そ の特 徴 お よ び そ の 適 用 範 囲;

ク ロス コ レ ー シ ョ ン と ク ロス ス ペ ク トル を 計 算 す るサ ブ ル ー チ ン(自 己 相 関 係 数 お よ びパ ワー

ス ペ ク トル の 計 算 も含 む)。 デ ー タ数2,000ま で(2,000個 ×4組)ク ロ ス コv－ シ ・

出刀データ

ン は 次 の もの が 選 択 で き る 。

(1)yk=Σixi,鞠+k

(2)yk・ ・Σi(CUi-tZ)(・v'i+k-a)

(5)自 己 相 関 係 数,ク ロス コ レ ー シ ョン

ま た,ク ロス ス ペ ク トル で は 次 の もの が 選 択 で き る。

(1)ウ ィン ドに よ る重 み づ け を し な い

(2}ウ イ ン ドに よる 重 み づ けO.25,0、50,〔).25

(5)ウ イ ン ドに よる 重 みづ けa25,0。54,0.25

シ ス テ ム 構 成:CDO,(}-20,CR1台,CP1台,CRP1台,MT6台,

LP1台,デ ィ ス ク1台,16k語

記 述 言 語 二FORTRAN

提 供 で き る プ ロ グ ラ ム:カ ー ド,リ ス ト,156カ ー ド枚 数
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登 録 者名,所 属 名,住 所,電 話

三 管 武

鉄道 技 術 研究 所 電子 計算 セ ン ター

東京 都 国 分寺 市光 町2-180

0425-72-2151(内)287

(5)プ ログ ラ ム題 目;重 回帰 分析

ブ ゴグ ラムの 内容 とそ の特 徴お よびそ の適 用 範 囲;

最小2乗 法の 計 算を 行 ない,次 の もの をプ リン トア ウ トす る 。相 関行 列,モ ーメ ン ト行 列,

モ ーメ ン ト行 列 の逆 行 列,分 散 分析 表 パ ラメ ー タの推定 値 お よび推 定 の標 準 偏差 特 性 値 の

観測 値 と推 定値 との差 異,特 性 値 の推 定 値』

ま た,正 規 方程 式 が解 け ない と きは,モ ー メ ン ト行 列 の階 数 と取 りのぞ くべ き説 明変 数 の資

料 を プ リン トア ウ トす る。

(説 明変 数)十(特 性値 の数)≦65

(特 性値 の 数)≦10

デ ー タの数 はい く ら多 くて も よい が,1,000ま でが 好 ま しい。

シ ス テ ム 構 成:ODC,G-20,CR1台,CPI台,CRP1台,MT6台,LP1台
,

デ ィス ク1台,16k語

記 述 言 語:FORTRAN

提 供で き るプ ログ ラム:カ ー ド,リ ス ト,560カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属 名,住 所,電 話

三 蹟 武

鉄 道技 術 研 究所 電子 計 算 セ ン タ ー

東 京都 国 分寺 市光 町2-180

0425-72-2151(内)287

(6)プ ログ ラム題 目:固 有 値 の計 算(ダ ニ レ フス キ ーベ アス トウ法)

プ ログ ラムの 内容 とそ の特 徴お よびそ の適 用 範 囲;

一 般の 実正 方行 列 を ダニ レ フス キ ーの 方法 で高 次方 程 式 の 形に なお し
,ベ アス トウ法 に より

この高 次方 程式 を解 き固 有値(実 数 または複 素 数)を 求 め る。 実正 方 行 列 の大 きさ は(45
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×45)ま で とす る 。

シ ス テ ム 構 成:CDC,(}-20,CR1台,GP1台,CRPI台,MT6台,LP1台

デ ィス ク1台,16k語 『

記 述 言 語:FORTRAN

提 供 で き る プ ロ グ ラ ム:カ ー ド,リ ス ト,212カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属 名,住 所,電 話

三 笛 武

鉄 道技 術研 究所 電子 計 算セ ン ター

東 京都 国分 寺 市光 町2-180

0425-72-2151(内)287

(7)プ ログ ラム題 目:圧 密 沈 下量 及 び沈下 速 度 の計 算

プ ロ グ ラムの 内容 とそ の特 徴 お よび そ の適 用範 囲;

粘 性 土地盤 の圧 密 沈下 量 及 び 沈下速 度 を計 算 出来 る。 沈下 量の 計算 は,種 々の計 算方 法 につ

い て計算で き,沈 下 速 度 は載 荷条件,地 盤処 理 条 件 につ い て種 々に 計 算で き,そ の組 合 に よ

る計 算 もで き る。

シ ス テ ム 構 成:TOSBAC3400,DEL50,CR1台,PTR1台,MT4台,

タ イプ ライ タ1台,ド ラム2,16k語

記 述 言 語:FO4TRAN・.

提 供で き るプ ログ ラム:リ ス ト,400カ ー ド枚 数

登 録 者名,所 属 名,住 所,電 話

上 田 茂

不 動 産建 設 株式 会社 研 究 室

東京 都 中央 区 銀座 西4の1

(05)567-1751

(8)プ ロ グ ラム題 目:磁 気 テ ー プ容 量 計算

プ ログ ラムの内 容 とそ の特 徴 お よびそ の適 用範 囲;

磁気 テ ープL巻 に入るデ ータ量 の グ ラ フ表 示,(BPI,工RG,RECORDLENGTH可 変)

シ ス テ ム 構 成:NEAC2200M400,20k桁
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記 述 言 語:FORTRAN

提 供で きる プロ グ ラム:リ ス ト,20カ ー ド枚 数

登 録者 名,所 属 名,住 所 名,電 話

上 野 克 彦

小 樽商 大

福 島県 会 津高 田 町西 尾 甲684

(02454)7755

(9)プ ログ ラム題 目:水 と蒸 気 の実 用 国際 式 サ ブル ーチ ン

プ ログ ラムの 内容 とそ の特徴 お よびそ の適 用範 囲:

・水 と蒸 気 の国 際状 態式(日 本 機械 学 会誌 第71巻589号)を 用い て,状 態 量 を求 め るプ ロ

グ ラム

・圧 力,温 度,比 容 積,エ ン トロ ピ,エ ン タル ピの うち,2つ を 与え て残bの 任 意の1つ を計

算 す る。

・与 え る状態 量 は,少 くと も1つ が温 度か 圧 力で な くて はな らない。

シ ス テ ム 構 成:エBM11302B,LP1台,デ ィス ク1台(単 位 容量512k語),8k

語

記 述 言 語:FORTRAN

提 供 で きるプ ログ ラム:カ ー ド,1,500カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属名,住 所,電 話

新居 浜研 究 所技術 計 算係

住 友機械 工業 株 式 会社

愛媛 県新 居浜 市惣 開 町5の2

08972-7-1212

(10)プ ログ ラム題 目:多 層 構造 の 沈下 計 算

プ ログ ラムの内 容 お よび適 用範 囲;

多層構 造 の弾性 沈下 をBarBerの 仮 定,上 田,西 中 村,増 井 らの 計算 方式 を用 い て計 算す

る。層 数 は現 在10層 まで と してお り,荷 重条 件は 円形 等 分 布荷 重で,中 心線 下 にお け る沈

下量 を計 算す る。
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シ ス テ ム 構 成:TOSBAC5400,MODBLsO,CR1台,CP1台,PTRI台,

MT4台,タ イ プ ライ ター1台,ド ラム2,16k語

記 述 言 語:FORT・RAN

提 供で き るプ ログ ラム:リ ス ト,160カ ー ド枚 数

登 録 者 名,所 属 名,住 所,電 話

鎌 田 英 男

不 動 建 設株式 会社 研 究室

東 京都 中央 区 銀座 西4の1

(03)567-1751

(11)プ ログ ラ ム題 目:台 形 分 布帯 状荷 重 に よる地 中応 力計 算

プ ロ グ ラム の 内容 お よび適 用範 囲;

三 角 形 分布,台 形 分 布,等 分 布,帯 状荷 重 の地 中 央 力,(鉛 直応 力,水 平応 力,セ ン断 応 力

最 大主応 力,最 小 主 応 力,最 大 セ ン断応 力,最 大 主応 力 と鉛 直 線の なす 角)を 計 算 す る ヒと

がで きる。

シ ス テ ム 構 成:TOSBAC5400MODEL50,CR1台,CP1台,PTR1台,

MT4台,デ ィス ク1台,ド ラ ム2,16k語

記 述 言 語:FORTRAN

提 供 で きる プ ログ ラム:リ ス ト,90カ ー ド枚数

登 録 者名,所 属 名,住 所,電 話

鎌 田 英 男

不動 建 設株式 会社 研 究室

東 京都 中央 区 銀座 西4の1

(05)567-1751

(12)プ ロ グ ラ ム 題 目:COMPACTCOBOLCODER

プ ロ グ ラ ム の 内 容 とそ の 特 徴 お よ び そ の 適 用 範 囲;

(1)COBOLの 文 法 を 知 らな くて もctCOMPACTCOCOBLCODER"パ ラ メ ー タ ・シー

トを 使 用 す る 事 に 依 りか な り高 度 な プ ロ グ ラ ム が 短 時 間 に 出 来 る。

(2)こ の プ ロ グ ラ ム の ア ウ トプ ッ トはNEACシ リ ー ズ2200の 場 合 はMSPI,T(MA-
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STERPRO(}RAMTAPE)をIBMシ ス テ ム560の 場 合 は ソ ー ス カ ー ドデ ッ ク を

ジ ェ ネ レ ー ト しま す 。

(5)プ ロ グ ラ ム(シ ス テ ム)を 少 し変 更 す る 事 に 依 り,各 社 の プ ロ グ ラ ム を ジ ェ ネv－ ト可

能 で す 。

シ ス テ ム 構 成:NEACシ リ ーズ2200又 は エBM560-50以 上

、、

BAS工CCOBOLセ ッ ト,16K字,52KB

記 述 言 語:COBOL

提 供 で きる プ ログ ラム:磁 気 テ ープ,出 版物

登録 者名,所 属 名,住 所 名

管 理 課

日本 ソ フ トウエ ア 開発(株)

大 阪 市西 区 靭 本町4丁 目35(第3奥 内 ビル)

(13)プ ログ ラム題 目:REPORTGENERATER(1),(皿)

プ ロ グ ラム内 容 とそ の特 徴 お よびそ の適用 範 囲;

川 カ ー ド又 は 磁気 テ ープ に フ ァイル され た マス タ ーレ コ ー ドを,ま ず コ ン トロー ル ・キ ー

に 依 り分 類 します。(RUN-1)

(2)分 類 され た マス タ ー,レ コ ー ドか ら極 め て複 雑 な フォ ーマ ッ ト,計 算 内 容 で も簡単 なパ

ラ メ ータ ・シ ー トの 記入 に 依 り処 理 が 可能 です 。(RUN+2)

(ろ)REPORTGENERATER(1)はttLOAD&GO"の1パ ス 型式,(H)は1度CO

BOLレ ベ ル でオブ ジ ェク トプ ログ ラ ムを ジ ェネv－ トす る2パ ス型式 で す。

シ ス テ ム 構 成:NEAOシ リーズ2,200,COBOL-Dセ ット,16K字,

記 述 言 語:COBOL

提 供で きる プ ログ ラ ム:磁 気 テ ープ

登 録 者名,所 属 名,住 所

管 理 課

日本 ソ フ トウエ ア開 発(株)

大 阪 市西 区 靭本 町4丁 目 ろ5(第5奥 内 ビル)

一58一



」

(14)プ ログ ラ ム題 目:汎 用 フ ァイ ル更 新処 理

プ ログ ラム の内 容 とそ の特 徴 お よびそ の適 用 範 囲;

◎ ・R㌶=二:二 ㌫ 二㌶蕊
言語(コ ンパ イ ラ ・… 補助 記憶 と して磁気 ドラム を

"
UPD・TA使 用)の 場合砒 べ,処 麟 間GM≠ 度頗 縮

可能。(す で に一 部 ユ ーザ で 実 際に 使用)

ス ター

或 い は
TR

シ ス テ ム 構 成 二FACOM250-10PTR1台MT5台(52KC)LP1台,ド ラ

ム1(単 位 容量65Kバ イ ト),8192バ イ トPTP1台

記 述 言 語:

提 供で きるプ ログ ラ ム:紙 テ ープ

登 録 著 名,所 属 名,住 所,電 話

木 内 健 夫

(株)中 小 企 業 電 算 シ ス テ ム研 究所 情報 処 理 業務部

東 京都 中 央 区馬 喰 町211

661-1006

(1句 プ ログ ラ ム 題 目:汎 用REPORT-MAILING(ジ ェ ネ レ ー タ 形 式)

プ ログ ラム の内 容 お よび適 用範 囲;

磁 気

ドラム

1紙 表

1

厘 告書

簡単 なパ ラメ ー タ指 定 及 び若 干 のオ ウ ン コ ーデ ィン グ

に よって,左 記 の処 理 を行 な うこ とが 出来 る。 又,処

理時 間 も同機 種 のCOBOLの 場 合(磁 気 ドラム を補

助記憶 と して使用)の2倍 程度 の効 率 を有 す る。

シ ス テ ム 構 成:FACOM230-10,PTR1台,PTPI台,MT5台(5.2KC)

タ イ プ ラ イ タ1台,LP1台,ド ラム1(単 位 容 量65kバ イ ト)8192

バ イ ト
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記 述 言 語:ASSEMBLER

提 供で き るプ ログ ラム:紙 テ ープ

登 録 著名,所 属 名,住 所,電 話

木 内 健 夫

(株)中 小 企業 電算 シ ステ ム研究 所 情 報処理 業 務部

東京 都中央 区 馬 喰町2の1

611-1006
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附 録2.エCPプ ロ グ ラ ム

1

2

3

4

5

6

Z

8

9

α
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2

5

4

5

6

Z

8
.

9

α

t

2

5

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

当座預金 勘定

分割払いで貸 付をする場合のファイル維持と報告書作成

音声応答システム

不動産の勘定書作成システム

市場調査用システム

コ ン ピ ュー タに よる予 算 作成

生命保険システム

銀 行 の顧 客 サ ー ビス 用 給与 計 算 シス テ ム

収 入,要 員,予 測,シ ステ ム

ESP時 系 列 平 滑 法 等-予測技 術 の 分析,選 択 の ため のプ ログ ラム

VALGOM－ 不動 産 評 価tsよ び投 資 分析

HOSPACT(医 療 情 報処理 シ ステ ム)

学生の時間表(大 学)

建設会社の原価計算システム

計算機の 日程計画

,

語源の構造についての計算機での分析

COBOLの フ ァ イ ル メ ンテ ナ ン ス プ ロ グ ラ ム用 ジ ェ ネ レ ー タ

プ ロ グ ラ ム の 作 成 と コ ン トロ ー ル

情 報 検 索

7074か らS/560へ の フ ァ イ ル 交 換,EAL-Pz

Eastern航 空 の コ ン パ イ ル と テ ス ト用 シス テ ム

SSTPAC診 断 モ ニ タ

FORGE-111会 話 型 フ ォ ー トラ ン

自動 テ ス トパ ッ ケ ー ジ
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5

6

ス

8

9

0

1
"

2

2

2

2

2

5

5

MAC/RANシ ス テ ム

遠 融 処 理用 診断 パ ッケー ジ/560

一 般 化 さ れ たプ ロ ッ ト ・プ ログ ラ ム

デ ィ ジタル な地 形 モデ ル に よる ハ イウ エ イ設計 シ ステ ム

放射性物質の動きの管理

飛行機の骨組構成の解析

全世界の地理的同緯度

4

5

5

6

'◎

7

7

7

7

7

7

7

7

7
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(1)プ ロ グ ラ ム 名:当 座 預 金 勘 定

プ ログ ラ ム内容:MエGRお よび紙 テ ーーブペ ース で勘 定 書 と記 録 を分析 す る こと に よって トラ ン

ザク シ ・ソ リス トか ら勘 定報 告 書 を作 成す る。 当 座貸越 処理 業 務 をす る。 支払

済小 切 手 通知 表 と手数 料 表 の 作成 お よび索 引 フ ァイル のた め に索 引 カー ドを 作

成 す る。

シ ス テ ム 構 成:BurroughsB30019.2kMagTapeSyBte皿

使 用 言 語:BurrOUghsBasic

価 格:6.000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所 二

Mr・JerrySch皿id

F工rS七Na七iOnalBank

Co皿pu『 じerDepar七 皿ent

12thandN・Street

Linco■n,Nebra8ka68501

(2)プ ロ グ ラ ム 名:分 割払 いで貸 付 をす る場 合の ファ イル維 持 と報告 書 作成

プ ログ ラ ム内容:滞 納 報告,残 高,支 払 い 傾 向,そ の他 付帯 情 報 を報 告 しなが ら貸 付期 間 中 にお

け る 会計 記録 を 維持 す る。

シ ス テ ム 構 成:工BM560DOSorBOS55k

使 用 言 語:TAL

価 格:NEGOTエATE

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.」.F.Su■ ■i▽an

McDonne■ ■Automat工onCompany

P.O.BOx516

St.LOuls,MISsour163166

(5)プ ロ グ ラ ム 名:音 声応 答 シス テ ム

プ ログ ラム 内容:こ のSA工 音声 応 答 シス テ ムで銀 行 員は コ ン ピ ュー タと直 接 オ ン ラ イ ンで通 信

す る ことが で きる。 残高 と口座 の更 新 を し,2～3秒 の 中 に音声 で回 答 を得 る。
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銀 行 の 全 口座 へ の 接 続 が 可 能 で あ る。 こ の よ うにSAエ の 音 声 応 答 シ ス テ ム は 銀

行 内 の 顧 客 と応 対 す る際 に 銀 行 員 に 距 離 如 何 を 問 わ ず,迅 速,正 確 な 情 報 を提 供

す る 能 率 的 シ ス テ ム で あ る。

シ ス テ ム 構 成:工BM560MOD50&UP,18KFOREGRQUNDD工SK

使 用 言 語:BAL'

価 格:

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.RobertHaer七8ch

SystemsAs日oc工ates,工nc.

551PennStree七

Read工ng,Pennsy■vania19602

(4)プ ロ グ ラ ム 名:不 動 産 の 勘 定 書 作 成 シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ム 内 容:小 売 業,サ ー ビス 部 門 用 の シ ス テ ム で あ る 。 経 営 管 理 表,会 計 報 告 書,保 越 し 受

け 取 り 勘 定,信 用 度 と危 険 度 の 表 顧 客 表 の 作 成 。

シ ス テ ム 構 成1工BM560/20,16Kテ ー プ

使 用 言 語:BAL/R]PG

価 格:750ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.An(1rewDecusa七i

ApPliedDataProce日sing工nc・

155WhitneyAvenue

NewHa▽en,Oonne「cticu七 〇6510

(5)プ ロ グ ラ ム 名:市 場 調 査 用 シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ム 内 容:プ ア イ ル の 更 新 と磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル 上 の ユ ニ バ ーサ ル 番 号 シ ス テ ムか ら照 会 を

行 な う一 連 の プ ロ グ ラ ム で あ る。 各 種 選 択 基 準(sエcコ ー ド,州,市 な ど)が

同 時 に 使 用 さ れ る 。 プ ロ グ ラ ム の ア ウ トプ ッ トは 磁 気 テ ー プ,'5×5イ ン チ カ ー

× ド
,あ る い は ラ イ ン プ リン タ ー の い ず れ で も可 能 で あ る 。

シ ス テ ム 構 成:NOR31510KSユabs皿e皿ory,CardReader,Cardpunch,
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andPrin七er.

使 用 言 語:COBOQ/NEAT

価 格:4.000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.L.A.Wei1)el

Manage皿entService日D工vlsion

TheMeadCorporation

5950virginiaAvenue

Gincinnat工,Ohio45227

(6)プ ロ グ ラ ム 名:コ ン ピ ュ ー タに よ る予 算 作 成

プ ロ グ ラ ム 内 容:会 社 の 月 別 予 算 の シ ミ=レ ー シ ・ ン を コ ン ビa－ 夕で す る 。12ケ 月 の 運 営,

予 算 上 の 貸 借 対 照 表,お よ び 資 金 集 計 勘 定 の 作 成 を す る 。'

シ ス テ ム 構 成:エBM5600rOther64K

使 用 言 語:FORTRANW

価 格:750ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.E.H.Kra皿er

ADPofCa■ifornia

6505WilshireBlvd

工・osAng6■es,Ca■lfornla90048`

(7)プ ログラム 名:生 命保険システム

プログラム内容:フ ァイル更新,料 金計算,計 理を行ない支払請求分析を含めた現状報告書を作
'e

成 す る。

シ ス テ ム 構 成:HONEYWELL120,工BM560

使 用 言 語:COBOL

価 格:交 渉 次 第

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.WayneA・BrOwn
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Co皿pass,工nc・

506GagStreet

Nashvilユe,Tennessee37201

(8)プ ロ グ ラ ム 名:銀 行 で 顧 客 サ ー ビス に 使 用 さ れ る 給 与 計 算 シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ム 内 容:一 般 の 給 与 計 算 シ ス テ ム で あ り,特 色 と して 管 理 が 容 易 で 完 全 で あ る と 同時 に

多 く の 顧 客 の 必 要 条 件 を 満 た せ る 高 度 の 柔 軟 性 を 備 え て い る 。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/56065K.RCASpECTRA70,BURROU(}THS5500

使 用 言 語:GE400COBOL

価 格:20,000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr・Ph工 ■工pC・Hankユn日

PhilipHankins&OOmpany,工nc・

800Ma日8achuse七tsAvenue

Arllngton,Mas8achuse七tsO2174

(9)プ ロ グ ラ ム 名:収 入,要 員,予 測,シ ス テ ム

プ ロ グ・ラ ム 内 容:サ ー ビ ス 会 社(設 計 者)向 けの シス テ ム で 作 業 負 荷 の 予 測 を 行 な う。 事 業 費 と要

員 の 見 積bを12ケ 月 未 満 の 期 間 に 対 し て 比 率 方 式 で 行 な う。

シ ス テ ム 構 成:エBM360/30,16Kコ ア テ ー プ.ま た は デ ィ ス ク

使 用 言 語:GOBOL

価 格:

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.C.N.BUrton

A皿ericanSoftwareandComputerCo皿pany

1589Peach七reeStreetN.E.

A七lan七a,Georgエa30509

Tel.404892-5390
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(10)プ ロ グ ラ ム 名:ESP時 系 列平 滑 法 等予 測 技 術 の分析,選 択 の ため の プ ログ ラム

プ ログ ラム内容 二ESPシ ス テ ム は最近 開発 され た多数 の有効 な予 測手 段 の中 か ら最 適 の もの を

選 ぶ 手 段 を提 供す る。 最 も一 般 に用 い る手 法 の すべ てが システ ムに組み込 まれて

お り,最 も正 確 な予 測 法 を知 る ことが で きる。

ESPに は 次 の よ うな機能 が あ る。現 行 手 法 の精 度評 価,ア プ リケ ーシ ・ンの

た め の最 適 手 法 の選択 。 又,実 際 に予 測等 を行 な うこ とがで き る。

.シス テ ム 構 成:エBMS/360エBM7094ま たはFORTRANIV利 用 の同 時 シス テ ム

使 用 言 語:

価 格:

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.Wiユ ユia皿DOb8

ConqoユidatedResources

255]ヨas七42n(1Street

NewYorkNe'wYork10017

(11)プ ロ グ ラム 名:VALGOM-一 不 動 産 評価 お よび投 資 分析

プ ログ ラム内 容:こ の分析 は 所得 の あ る不 動 産 に対 して最適 で あ る。 アパ ー ト,貸 ピル,シ ョ ッ

ピン グセン タ ーな どの不 動 産管 理 が容 易 にで きる。

分析 は利 子先 払 い の 資 金 に よる連 邦政 府税 効果 も含 まれ てい る。 不動 産 の種 類,

所 有者 の条 件 に合 うよ うに して各種 オ プシ ・ンが あ る。典 型 的 な分析 目的は あ.

る 期間 内の 一定 の利 益 率に基 づ く,不 動 産 を評価 す るこ とは又 購買 額 も し くは

資産 額 が判 明 した場 合 の税 引 き前 と税 引 き後 の所得 計 算 を行 な う。基 本 的 デ ー

タの変 化 に応 じ て財 産 価格,収 益 率,未 払 金の必要 条 件,資 金 に対 す る影 響 の

測 定 を行 な うオ プシ ・ンが ある。

シ ス テ ム 構 成:

使 用 言 語::FORTRAN

価 格:1,600ド ル

代表 者名,会 社名,所 属 名,住 所:

Mr.Rober七L.Brueck

Managemen七Research工nterna七ionaユ,工nc.
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2209HancockDrive

Austin[1]exas78756

(12)プ ロ グ ラ ム 名:HOSPACT(医 療 情報処 理 シス テ ム)

プ ログ ラム内 容:高 度 の 情報 処理 シス テム であ り,こ れに より病院 で は能 率 を向上 し,総 経 費 を

減 少 させ,ま た患 者に 対 して 統 計的 な取 り扱い を行 な っ て,正 確性 を保 証 す る

こ と がで き る 。 病 院 で は 患 者 が 入 っ て か ら最後 の支 払 まで の色 々な 関連 事

項 を全 て 知る ことが で きる。 毎 日の 適切 な財政 上 の べ ヅト数 のデ ー タばか りで

な く,患 者に つい て,即 座 に くわ し く調 べ る ことが 可能 で あ る。 医療 の準 備,

多 くの保 険会社 とのか か り合い,患 者の移 動,そ して毎 日,毎 週,毎 月 の報 告

書 が シス テ ムで 作成 され る。 さ らにHOSPACTは 指 定 され た病 院 につ い て 個

々の 要求 に答 え られ る よ うな柔 軟性 も備 え てい る。

シ ス テ ム 構 成:COBOI,コ ンパ イ ラの あ る計算 機 ・

使 用 言 語:00BOL

価 格:

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

工皿for皿atエonManagementエncorporated

447BatteryS七ree七

SanFraxlc工s .co,Galifornia94111

Tel415981-2645

(13)プ ロ グ ラ ム 名1学 生 の時 間表(大 学)

プ ロ グ ラ ム 内 容:ク ラ ス 毎 に 学 生 の 時 間 表 を 作 成 す る プ ロ グ ラム シ ス テ ム で あ る 。

シ ス テ ム 構 成:工BMI620モ デ ル12デ ィ ス ク プ リ ン タ

使 用 言 語:SPS

価 格:代 金 不 要

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

VernLin(1say

VentOraCo■ledge

Ventora,Ga■ifornia93003
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(14)プ ロ グ ラ ム 名:建 設 会社 の原 価計 算 システ ム

プ ロ グ ラム内 容:建 設 工業用 の 完 成 したパ ッケ ー ジで次 の よ うな ものか らな っ てい る。現 場 作業

労 働,二 次的 利 益 自己又 は借 りた装 置,材 料,下 請 け 契約 者な どに よ り原価

の分析 が 行 な わ れ た 。 連 邦 の又 は保 証 され た給料 支払。 給 料 計算 表 の 記録,

小切 手,四 季報 告 とW-2S。 労 働組 合毎 の二 次的利 益報 告 。 仕 事 ご との労働

者組 合保 険報 告 な どで あ る。

シ ス テ ム 構 成:工BM1401,8K4テ ー プ

使 用 言 語:SPS-2

価 格:10,000ド ル

代表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

GordOnT.WiユmO七

Co皿pu七erSerViceConsu■ 七an七s

59Wes七ShOreRoad

Warwick,Rho(1eislandO2889

ノ

(15)プ ロ.グ ラ ム 名:計 算 機 の 日程 計画

プ ログ ラム内容:暦 日,作 業 日,あ るい は与 え られ た週 日を もとに して,ラ ンさせ る よ うに な っ

てい る毎 日のプ ログ ラ ム用 リス トを 作成す る。

優先 順位 の割 り あて,ま た優 先 順位 を使用 して プ ログ ラムを実 行す る 日程 を作

る。 ランさせ る プ ログ ラム に必 要 とす る装 置 お よび コア メモ リの必 要 条件 を示

す。 表立 った こ とお よび隠 れ た 問題 につ い て処理 してい る。

シ ス テ ム 構 成:工BM560/50

使 用 言 語:COBOL

価 格:500ド ル

代 表 者名,会 社 名,所 属 名,住 所:

MarlinD.Held

Monroe工nterna七lonal,DivisエonofLlt七 〇n工n〔1ustories

5500en七ra■Avenue

Orange,NewTer8θy,07050
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(16)プ ロ グ ラ ム 名:語 源 の構 造に つ い ての 計 算機 で の分析

プ ログ ラム内 容:満 足 す るか又 は 満足 しない文 字 の組 合せ の考 え 方か らそ の言 語 に 対 して語根 が

許 容 で きるか を決 定す る規 則 を明 確にす る。 どん な言 語 で も使用 で きる。

シ ス テ ム 構 成:エBM162040K2つ のデ ィス ク

使 用 言 語:FORTRAN

価 格:デ.ッ ク,10ド ル,ド キ ュメ ンテ ーシ ・ン,5ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

DavidE.Y.Sarna

BandeisUnlVersi七 ア

Wa■ 七ha皿,Massachu8ettsO2154

(17)プ ロ グ ラ ム 名:COBOLの フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス プ ロ グ ラ ム 用 ジ ェネ レ ー タ

プ ロ グ ラ ム 内 容:簡 単 に 短 か く さ れ た 形 式 の フ ァ イ ル 記 述 をCOBOLのFエLESectionと

DataDivisionl(変 換 す る 。

フ ィ ール ドの 確 認 と更 新 の 手 続 き は,COBOLのProcedureDivision

を つ く る こ と に よ り,実 施 さ れ る 。 最 終 結 果 は 完 全 に モ ジ ュ;・rvなCOBOLの

フ ァ イル メ ン テ ナ ン ス プ ロ グ ラ ム と な っ て い る。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/360,12K

使 用 言 語:OOBOL

代 表 著 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

W工lliamDeb日

ConSOIidatedReSoUrce8

255Eas七42ndStree七

NewYork,NewYorkIOO17

(18)プ ロ グ ラ ム 名:プ ログ ラム の作成 とコ ン トロ ール

プ ログ ラ ム内容:PERT-COSTの 置 き換 えで これ は時 間 の不 確定 さ お よび作業 単位 の レベ ルで

の費 用を 考え に 入 れ た もの で あ る。 評価 は 信頼 の限 界 に よって 行 な われ る。 費

用 と時 間 割 が選択 され た信 頼 レベ ルに対 応 した 限界 内 に あれ ば,プ ログ ラ ムの

コ ン トロ ール モ ー ドで 毎 月,毎 週 の 情報 が チ ェ ック の ため に 処理 さ れ る。PEAC
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の 出 力 は コ ン ト ロ ール が 失 敗 し た と き入 力 デ ー タの 必 要 とす る 変 更 を 指 示 す る。

シ ス テ ム 構 成:大 型 計 算 機,外 部 テ ー プ 又 は デ ィ ス ク メモ リ

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:10,000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

phエ ユipPeA・Cユa▽ier会 長

Econo皿at工Cθ

225SLosRObls#4West

=Pasa(1ena,Ga■ifornia91106

'

(19)プ ロ グ ラ ム 名:情 報 検 索

プロ グ ラム内容:こ の シ ス テム に よ り次の よ うな ことが で きる。

シ ー クエ ンス ・テ ープ叉 はデ ィス ク フ ァイルか らレコ ー ドを 選択 で きる。選 ば

れ た レコ ー ドか らの指 定 され た情報 を格納 す る。 どん な選 択 条件 も使 える。1

レコ ー ドの どのバ イ トに おい て も選 択 の条 件 に使わ れ てい る フ ィール ドか ら開

始 す る。

EBCDエCフ ィー ル ドを1か ら15バ イ トの長 さで変 え る。 レコ ー ドの どん な

と ころ の選 択 で も50のANP/ORの 条 件 まで使 用で き.る。 プ リン タ,テ ープ

又 はそ の両方 に 情報 を 出力で きる。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/560DOS52K

、使 用 言 語:COBOLBAL

価 格':面 談 で 決 め る。

代 表 者名,会 社 名,所 属 名,住 所:

L.H.Baker

PioneerDataSys七e皿 日

1206MulberryStreet

DOSMo皿es,,工owa50508

(20)プ ロ グ ラ ム 名:7074か らS/560へ の フ ァ イ ル変 換EAL-P2

プ ロ グ ラム 内 容:こ の プ ロ グ ラ ム は7074で 作 成 さ れ た デ ー プ ・フ ァ イ ル を 形 式1,2,又 は
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3す な わ ち英 数 字,ゼ ロサ プ レ ス した 形 で 読 み と ら れ る。S/360の デ ー タ

セ ッ ト(QSAM)に 形 式,F,FB,V又 はVBで 書 か れ る 。 全 コ ン トロ ー ルデ ー

タはJCLか ら処 理 さ れ コ ン トロ ー.ル カ ー ドは 全 く必 要 な い 。

要 求 す れ ば 詳 しい 情 報 は 知 らせ る 。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/5600Sあ リ フ ト ラ ッグ テ ー プ

使 用 言 語:ASSEMBLER

価 格:195ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

A.L.Kelsh支 配 人

Eas七ernAirLines-Co皿puterSciences

Mia皿 土 工nternationalA工rport

Mユa皿1,FユOrida35148

(21)プ ロ グ ラ ム 名:Eastern航 空 の コ ン パ イ ル と テ ス ト用 シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ム 内 容:完 全 なOS/560の コ ン パ イ ル と テ ス 『ト を行 な うシ ス テ ム で,プ ロ グ ラ ム を 最

初 の ソ ー ス イ ン プ ッ トか らテ ス トを し,最 後 の ラ イ ブ ラ リの 作 成 ま で 監 視 して

い る 。COBOL,Pll,/1,ALGOL,BAL,RPG,FORTRAN等 を 支 援 す る プ

ロ グ ラ ム で あ る 。

シ ス テ ム'構 成:工BMS/360MOD40又 はLarger十 〇S十1-2511デ ィス ク又 は4

ア ー フ。

使 用 言 語:BAL

価 格:5,000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

D.F.Blr日ch

Progra皿 皿 工ngSclencesOorporation

90ParkAvenue

NewYork,NewYork10016

(22)プ ロ グ ラ ム 名

プ ログ ラム内容

SSTPAC診 断 モ ニ タ

周 辺 装 置(dエsk,cr七,そ の 他)が 取 り つ け られ る。 シ ス テ ム560用 に 診
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断 モニ タのみ を独立 させ た もので ある。

シ ス テ ム 構 成:工BMS/560

使 用 言 語:MOD50又 は 大 きいBAL

価 格:10,000ド ル あるい は それ以 上

代 表 者名,会 社 名,所 属 名,住 所:

D.F.Blresch

Progra皿 皿ingScrenceOorporation

90Park.AvenueNewYork,NewYork10016

(25)プ ロ グ ラ ム 名:FORCE-111会 話 型FORTRAN

プ ロ グ ラ ム 内 容:FORCE-111は 会 話FORTRANのGレ ベ ル サ ブ シ ス テ ム で あ り,工BMの

MFT第2版 で 動 作 す る 。

こ れ は15の 端 末 と 標 準 の パ ッチ 処 理 を 行 な う。

シ ス テ ム 構 成:IBM360/500rLarger256K又 はLarger

使 用 言 語:コ アOS

価 格:年 間30,000ド ル の 賃貸

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Je'■1USHOring会 長

HoningTimeSharingAsBociateθ,.工nc.

116NorthOen「 じraユAvenue,Hartsda■e

NewYOrk10550

(24)プ ロ グ ラ ム 名:自 動 テ ス トパ ッケ ー ジ

プ ロ グ ラ ム 内 容:テ ス トの た め の 時 間 を 半 分 に す る 。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/560

使 用 言 語:ASSEMBLER

価 格:11.000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

R工char(1Treanor

Ti皿eSharエngSerVlce日,エnc.
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247Soo七hBever■yDrエne

Bever■yHiユ ユs,Ga■ifornia90212

(25)プ ロ グ ラ ム 名:MAC/RANシ ステ ム

プ ログ ラム内 容:こ の デ ィ ジ タル 計算 機の プ ログ ラ ムシ ステ ム は ラン ダ ムなデ ー タを処 理 す るた

め にMeasurlnen七Ana■ysisCorporation(MAC)に よっ て開

発され た もの で ある。 プ ログ ラ ムはFORTRAN語 で 書 かれ てお り,汎 用 の労

ジ タル計 算機 で 使 え る よ うに長 期 間の 賃貸 を原則 と して考 えて い る。 これ らの

プ ログ ラ ムは衝 撃や振 動,音 響 学,構 造 力 学 デ ー タの 統計 的 解析,地 震 学,

海洋 学,通 信 と雑音 の 解析,生 物 医学研 究,そ の他 多 くの 分野 で利 用 す る際 に

時間 に連 続 した 型 のデ ー タを 効率 的に取 扱 え る。 包括 的 な システ ムで ある。

MAC/RANシ ステ ムは 次 の8つ の 基 本処 理単位 か ら構成 され てい る。

t

2

5

4

5

6

z

シ ステ ム の実 行 プ ロセ ッサ

較 正 プ ロセ ッサ

デ ータ準 備 プ ロセ ッサ

振 幅統計 プ ロセ ッサ

時間 と周 波分析 プ ロセ ッサ

高 速 フ ー リエ変 換 プ ロセ ・サ

プ リン タ とプ ロ ッタ出 力 プ ロセ ッサ

シ ス テ ム 構 成:エBM70gX
,560CDC16045100/52003400/5600

UN工VAC1107-1108

使 用 言 語:ASAFORTRANW

価 格:10,000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

L.D.Enoch80n

DataAna■ysisandCo皿pu七a七ionDiv工 θion

Measur皿entAnalyBisCorporation

10960San七aMonlca .Boulevard

LosAnge■s,Gaユiforn■a,90025

Te1215477-4555

-74一



(26)プ ロ グ ラ ム 名:遠 隔 処 理 用 診 断 パ ・ケ ー ジ/360

プ ロ グ ラム 内 容:TD葛/360は 工BM .S./360に 接 続 さ れ て い る マ ル チ プ レ ク サ,変 復 調 器,

回 線,端 末 器 の 動 作 を チ ェ ・ク す るの に使 用 さ れ る。 会 話 型 の 独 立 した パ ッケー

ジ で あ る 。S/560と 自 分達 の 変 復 調 器,マ ル チ プ レ ク サ,遠 隔端 末 と を接 続

し よ う と 考 え て い る,S/360の ユ ーザ と か 製 造 業 者 に と っ て 役 に 立 つ も の

で あ る 。

シ ス テ ム 構 成:エBMS/560,マ ル チ プ レ ク サ,カ ー ド リー ダ

使 用 言 語:BAL(DOS)

価 格:

代 表 著 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

WarnerJSharkey

工nternationa■TeユecontroユCorporatエon

4300PineS七reet

Wil工mington,Dalaware,19802

Te1502-762-5605

(27)プ ロ グ ラ ム 名:r般 化 さ れた プ ロ ッ ト ・プ ログ ラム

プ ログ ラム 内容:少 くと も10回 の 要 因で プ ロ ・ トさせ るた めプ ログ ラム の労 力 を減 らす。 プ ロ

グ ラムはOaユCo皿pプ ロ ッタで 使 う様 に 開発 され た もの で ある。 また プ ロ

グ ラムはや や大 きい 中型 か ら大型 の 計算 機で 使え る よ うにFORTRANで 書か

れ てい る。 簡 単 に フォ ー トラン の ある普 通の 計算機 で ラ ンで きる ように変 更 で

きる。 次 の よ うな機 能 が あ る。最 高6チ ャンネルの図 各 チ ャン ネ ルに 対 して個

々のス ケ ール と符 号 。 ログ又 は線 型の プ ロ・ ト。 図 の順 序 付 け と タイ トル の 付

与 。 ユ ーザ に よる プ ロ ・ トシン ボルの撰 択。 プ ロ ットの散 在又 は 接 続 した線 プ

ロ ・ ト。 わ か りやす い診 断 。 デ ー タを破 壊 しない など の機 能 が あ る。

シ ス テ ム 構 成:Oa■co皿pプ ロ 。 タ

使 用 言 語':FORTRAN

価 格:1.000ド ル

代 表 著名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Ar七hur王).Verbin
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HellodyneCorporation

1401Wi■sonBOuユ θ▽ard

Arling七 〇n,Virgipia22209

Tel(705)328-5005

(28)プ ログ ラ ム 名:デ ジタル な地 形 モデ ル に よるハ イ ウ ェ イ設 計 シス テ ム

プ ログ ラム内 容:ハ イ ウェイ予 備設 計/路 線 設計 フ ェ イ ズ とい わ れ る もの は,基 本 とな る路線 と

交 さ路 に対 す るセ ン タ ーラ イ ンの 関係 お よび地 形 の図 面 を作 成す る・に あ る。 道

路 設 計 フ ェ イズ とい わ れ る ものは直 角 に 曲る線 や型 板デ ー タ を使 って工 程 を 作

'

り 出 し,交 さ点 を み つ め る。

シ ス テ ム 構 成:エBM1130,8K-1Disk1142Reader-punch,

1132Prlnter1627=Plotter

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:NEGOTIABLE

代 表 著 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.W皿.Wj、sse

Oo皿pu七erApPlcationsCenter,工nc・

516Hu七 七〇nPlace

Oolu皿bus,Ohio45215

(29)プ ロ グ ラ ム 名:放 射 性 物 質 の 動 きの 管 理

プ ロ グ ラ ム 内 容=放 射 性 物 質 の サ ン プ ル の 動 き を1ペ ー ジ1年 単 位 で プ リン トす る 。

シ ス テ ム 構 成:エBMquiktran。ranyFORTRAN日yste皿

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:NOC且ARGE

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr・Fユoyd,Gerstenfe■dPhysicist

PackardエnstrumentCo皿pany,エnc・

220Warren▽i■eRoa(1

Downers(}roveIlllnois60515
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(30)プ ロ グ ラ ム 名:飛 行 機 の 骨 組 構 成 の 解 析

プ ロ グ ラ ム 内 容:こ の プ ロ グ ラ ム は飛 行 機 の骨 組 構 成 に お け る静 止 度 とか 熱 に 対 す る 移 動,回 転

圧 力 を 決 意 す る もの で あ る。

シ ス テ ム 構 成:UNエVAC1107,1108,エBM7094,CDC6600,GE655

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:2,000ド ル

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.W.ShapユroorMr.N.Burstein

CenterforCo皿p1ユ 七erAldedAna■ySiθ

TheFrank■lnエnstユtuteRe8earchLab。rat。rユes.
Phi■ ・adelphia,Pennsylvania19105

Tel215-448-15560r448;1581

(31)プ ロ グ ラ ム 名:全 世 界 の 地 理 的 同 緯 度

プ ロ グ ラ ム 内 容1既 知 の 地 点 か ら未 知 の 地 点 の 緯 度 を 計 算 す る 。

シ ス テ ム 構 成:エBM7094,560/40256K

使 用 言 語:FORTRANIVE

価 格:NEGOTエATE

代 表 者 名,会 社 名,所 属 名,住 所:

Mr.R.L.Sledge

McDonneユ ユAu七 〇五1atiorlCo皿pany

Sui七e400

500JeffersonBullding

HoUStOn,Texa・S・
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附 録3.COSM工Cプ ロ グ ラ ム
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ねじれ部分の圧力解析

律動 す るニ ュ ー トロ ンの減 衰 デ ー タの スペ ク トル 分析

ロケ ッ トエン ジン 噴射 時 の衝 撃計 算 プ ログ ラ ム

ルナーオーピタ宇宙船の熱環境および温度経緯を決定するための

コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム

半導体情報記憶技法

マネ ジメ ン ト組 織 の ゲー ム

マ ト リックス 解析 を説 明す る プ ログ ラム

地球か ら宇宙への軌道プログラム

飛 行 機 の 乱 流 中 の ま さ つ 抵 抗

JPLFacilltesut1ユizationandoccupancy

熱 伝 導 微 分 方 程 式 を 解 く コ ン ピ ュ ー タ プ ログ ラ ム

2つ の衝動的軌道の伝送と集合の研究

リサーチ技術管理訓練

飛 行 を シ ミ ュレ ー トす る カ ム

超音波における空気力学特性を計算する

超音速における翼と胴体の組合わせ
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23.
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2Z
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宇 宙 軌 道

サ ーベ イヤ ーの 月面着 陸

リア ル ・タ イ ム ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム/560

作 図サ ブ ル ーチ ンを も った ベ ア リン グ解析

コ ンピ ュー タに 上る構 造応 力の 見積
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88
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(1)プ ログ ラ ム 名:理 論的 性能 計 算

プ ログ ラム内容:シ リンダ 内に連 続 して起 る排 出 につ い て の構 造 的平 衡 状 態 とそ の温 度 お よびそ

の 後の 排 出圧 力に よる膨張 を計 算す る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANfiMAP

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請 負 会 社:

U・S・Na▽alQrdinanceTeθtS七ation

(2)プ ロ グ ラ ム 名:フ ロ ー チ ャ ー ト

プ ロ グ ラ ム 内 容:FORTRANWあ る い はFORTRAN

トを 作 り 出 す 。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7090/7094

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:275ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社:

GeneralEleC七riC

fiで 書 い た プ ロ グ ラ ム の フ ロ ー チ ャ ー

(3)プ ロ グ ラ ム 名:タ ー ビン 翼 の取 替 え

プ ログ ラム 内容:在 庫 の中 に ある多 くの 翼 を取 替 え る こ とに よ って今 ま で不 傍 合で あ った もの が

きっ ち り と傍 合す る とい う可 能性 を 的 確に 評価す る。 モ ンテ カル ロ法。,

ハ ー ドウ エ ア:工BM7094,SC4020Pユotter

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価 格:510ド ル

プ ログ ラム請 負 会 社:

NorthA皿ericanAViation-Rocketdyne

(4)プ ロ グ ラ ム 名:ね じれ部 分 の圧 力解 析

プ ログ ラム内容:長 さに 対す るね じれ角,各 点 に おけ るせ ん 断圧 の成 分,任 意に切 断 され た固 体

あ るい は 弾性 体 あるい は分 解 され たね じれ部 分の 各 点に お け る主 なせ ん断 圧 の
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大 きさ と 方 向 等 を 計 算 す る。

ハ ー ト◆ウ エ ア:エBM7094,SC4020P■otter

使 用 言 語:FORTRANiVMAP

価 格:510ド ル

プ ロ グ ラ ム 請 負 会 社:

Nor七hA皿ericanAv工a七ion-Rocketdyne

(5)プ ロ グ ラ ム 名:律 動 す る ニ ュ ー トロ ン の 減 衰 デ ー タの ス ペ ク タル 分 析

プ ロ グ ラ ム 内 容:

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7090

使 用 言 語:FORTRAN皿

価 格:275ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社:

A七 〇皿ics工n七ernatエonaユNAA

(6)プ ロ グ ラ ム 名:ロ ケ ・ トエ ン ジ ン 噴 射 時 の 衝 撃 計 算 プ ロ グ ラ ム

プ ロ グ ラ ム 内 容:接 近 した2つ の ロ ケ ッ トエ ン ジ ン 噴 射,衝 撃 の位 置 と 角 度 の 計 算 をす る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM360Re!ease皿

使 用 言 語:FORTRANH

価 格:275ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社:

NorthA皿erScanAvia七ion-Rocke七dyne

(7)プ ロ グ ラ ム 名:ル ナ ー オ ー ビ タ宇 宙 船 の 熱 環 境 お よ び 温 度 経 緯 を決 定 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ

プ ロ グ ラ ム

ハ ー ド ウ エ ア:IBM7094

使 用 言 語 二FORTRANfi

価 格:275ド ル

プ ロ グ ラム 請 負 会 社:

Boeing
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(8)プ ロ グ ラ ム 名:半 導 体 情 報 記憶 技 法

プ ログ ラム内 容:計 算 機は 情報 記憶 が で きる。そ し てダ イオ ー ドや トラ ン ジス タ上 に あ る情報 に

つい て特 定 のそ れ を修 正す る こ との で きる修 正 シス テ ム とい うもの がア メ リカ

で 作 られ てい る。

ハ ー ド ウ エ ア:gDC160-A・nd2T・p・T・an・p。 ・t・
,

1PunchedPaperTapeReader,1CardReader

lLinePrtn七er.

使 用 言 語:AUTOCOMM

価 格:1,055ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社:

Boo9-A■1en

(9)プ ロ グ ラム 名:マ ネ ジメン ト組 織の ゲ;ム

プ ログ ラム内容:プ レ イヤ ーが制 御 す る ことに よっ て成 り立 っ てい る この ゲー ムで重 要 な こ とは

セ ールス マ ンの選 択,雇 用,解 雇,転 任,予 測で あ る。 これ らの重 要 な決 定す

べ き事柄 に は,雇 用時 期,訓 練 す べ き時 期,訓 練用 プ ログ ラ ム,担 当 区域 ,区

域 当 りの 派遣人 員,成 果の 評定 等 の要 素 が あ る。 また この ゲ ームは 目標 に 近づ

い た よ うな場 合 の成果 の評 定 を行 な うた め に,そ れぞ れ の方法 を指示 す る た め

の レ フ ェ リーを お く必 要 が ある 。 レ フェ リーと訓 練 生 は成 果 お よび方 針 を評 価

す る ため に,ぼ う大 な 情報 を与 え られ る。 出 刀形式 と しては方 針,レ フ ェ リー

の た めのす べ てのマ ス タ ー リス ト,プ レヤ ー の ため の利 益 と不 要命 令,お ・よ

び レ フ ェ リーと プレ ヤ ーの た めに結 果 を 示す5つ の タ イプをプロットさ れた もの

か ら成 る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094(PlotttngforEAi-55000ption)

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価 格:500ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社:

(}eOrglaUni▽er日1ty

(10)フ パロ グ ラ ム 名 マ ト リ ッ ク ス 解 析 を 説 明す る プ ロ グ ラ ム
.
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プ ロ グラ ム内 容=マ ト リックス解析 を説 明す る プ ログ ラムは プ ロ グラ ム言語 で 書か れ た問 題 でマ

ト リ ックス を駆 使 してい る ような もの を解 くため に作 られ てお り,内 容 と して

は,実 数 マ ト リック スの加 算,減 算,乗 算,逆 変 換eigen値,eigenベ ク

トル,お よびそ の入 出力が 含 まれ る。

ハ ー ド ウ エ ア:エBM7090/7094

使 用 言 語:FORTRANllMAPOBJIEGT

価 格:350ド ル

プ ログ ラ ム請 負 会 社:

BOeing

(11)プ ロ グ ラ ム 名:地 球 か ら宇 宙 へ の 軌 道 プ ログ ラ ム

プ ログ ラ ム内容:宇 宙 行動 の変 化 に対 して最 大 ブ ース タPayユoadsを 作 るため の飛 行軌 道 を

求 め る ため に閉 ル ープを使 っ て最 恵勾 降下 に よ る最適進 行 を求 め る。

ハ ー ド ウエ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANW

価 格:550ド ル

プ ログ ラ ム請負 会社:

Lockeed

(12)プ ロ グ ラ ム 名:飛 行 機 の乱 流 中の まさ つ抵 抗

プ ログ ラム内 容:高 度 とマ ッハ 数 の任 意 の組 合せ で表 面の荒 さ と温 度 の 効果 を 含め て飛 行 機の ま

さ つ 抵抗 を 計算 す る。

ハ ー ド ウ エ ア:IBM7094

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請 負会 社:

Lang■eyRe日earchCenter

(13)プ ロ グ ラ ム 名:JPLFaci工i七iesutlllzationandOccupancysur▽ey・

プ ロ グ ラ ム 内 容:こ れ ら の レ ポ ー トに 含 ま れ て い る 多 量 な 情 報 は 空 間 の 再 配 置 お よ び空 間 の 効 率
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的利 用 へ の方 向づ け と して非 常に 役立 つ もので ある。 占有 密 度 は容 易 に見 分 け

が つ くし不 公平 さ は修正 で き る。 この詳細 の 要 旨 とい うもの は,大 きな組織 の

中 に存 在 す るす べ ての未 知 の要 素 を除 タけ る。 詳細 はそ れが 利用 され る範 囲 を

示す もの と して利用 さ れ る。

ハ ー ドウ エ ア:工BM1620

使 用 言 語:FORTRANIl

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請 負会社:

Je七Propuls±onLabora七 〇ry

(14)プ ロ グ ラ ム 名:熱 伝 導 微 分方 程 式 を解 くコン ピ ュー タプ ログ ラム

プ ログ ラム内 容:回 路網 を 発 生 させ た り,一 次元 ある いは二 次元 の 一 時的 又 は 不変 的 な誘導 性 の

ある 熱伝導 の問 題 に お ける温度 分布 を作 り出す 為 に用 い られ る。

ハ ー ド ウエ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANIIMAP

価 格:310ド ル

プ ログ ラム請 負 会社:

Aerojet-(}eneralOorporat工on

(15)プ ロ グ ラ ム 名:2つ の衝 動 的軌 道 の伝 送 と集 合の研 究

プ ログ ラム内 容:と の2D拾 よび5Dの プ ログ ラ ムは 総合 速 度,標 的 リー ド角 お よび2つ の イ ン

パ ル ス 円形軌 道 集 合 に対 す る集 合時 間 を計 算す るの に使 わ れ る
。 両方 の プ ログ

ラム と も長 だ 円転送 軌 道1よ り制 限 され る。5Dプ ログ ラ ムは さ らに共通 の節

の 転送 が ある ので,そ の分 だ け制 限 され る。 しか しなが らそ れは 最小 総 合速 度

を も た らす た め の最適 転 送軌道 を傾斜 さ せ る ことが で きる。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094

使 用 言 語:BL工TZ

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請 負 会社;

BOelng
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(匂 プ ロ グ ラ ム 名:リ サ ーチ技 術管 理訓 練

プ ログ ラム内容:技 術的,管 理的 観 点 か らのR&Dの 計 画 で あ り,こ れは 意志 決 定 に おけ る経 験

か ら作 られ た もので ある。 仮定 の 計 画S-101す なわ ちOrbitingOp－

七工caユObservatoryはGREMEX訓 練 の一部 で ある。 ゲ ー ムは 事 業 発

展計 画(PDP)が 学 習す る関係 者 に与 え られ た時 か ら始 まる。 とれ は技 術 的 な

状態 が定 義 さ れ,そ の コス ト見積 も行 なわ れ てい る ことを表 わ してい る。 また

事 業 を発 展 させ るた め の最適 時 期 は 定め られ てい る。 そ れ に加 え てテス トプ ロ

グ ラムの成 功確 率,す なわ ち 事業 の 信頼 性 とい うものは 概 算 され てい る。 確 立

され たモ デ ルは 信頼 性,コ ス ト,発 展へ の時 間 予定,テ ス ト行動 に 関 して固 有

の成 功確 率 を もっ てい る。訓 練 進 行 中に これ らは実 際 の 時 間,使 わ れ た 経 費,

お よび技 術 の遂 行 目的に か な ってい るか ど うか が決定 され る のが普 通 で あ る。

ハ ー ド ウエ ア:工BM360 ,ReleaselltFORTRANH,ASSEMBLER,工BM

7094

使 用 言 語:FORTRANIVMAPOBJECT

価 格:310ド ル

プ ログ ラ ム請 負会 社:

(}OddardSpaCeFl工ghtOen七er

(17)プ ロ グ ラ ム 名:飛 行 をシ ミ ュレ ー トす る カム

プ ログ ラム内容:数 値的 に コン ト ロール製 造機 で 必 要 な カムの外 観 図を 作 る のに 使わ れ るコ ン ト

ロ ール テ ープ を 作 り出す もの で ある。 この カム は電圧 を変 化 させ る と きに必 要

とされ る機 能を 構成 す るため の電 圧分 離 回路 にお 吟 て精 密 な電位 差 計 を機 械 的

に動 かす ため に カム の回 転す る後輪 機 構 を もつデ ィス ク に 使用 され る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094,W/工BM1012TAPEPunchSc-4020

P工otterOp七iOnaユ

使 用 言 語:FORTRANIVMAPOBJECT

価 格:310ド ル

プ ログ ラム請 負 会 社:

Genera■EユectrエcOo皿pany
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(18)プ ログ ラ ム 名:超 音 波vak－け る空気 力学 特性 を 計算 す る。

プ ロ グ ラム内 容:

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請 負 会 社:

(}oddardSpaceFユigh七Center

(1g)プ ロ グ ラ ム 名:超 音 速 に お ける 翼 と胴体 の組 合 せ

プ ログ ラム内容:超 音速 に おけ る翼 と胴体 の組 合せ を解析 し設 計す る。 プ ログ ラム の最初 の部 分

は3つ の部 分 か ら成 って いる。 す な わ ち幾 何学的 定 義,幾 何学 的変 形,幾 何 学

的 パ ネル で ある。 これ ら5つ の部 分 は プ ロ グ ラムの第 二 の部 分に形 態 の幾 何 学

的 記述 とい うこ とで で て くる。 そ こで プ ログ ラムの 第二 の部 分 では 空気 力 学 的

に考 えた 場合 に 形態 を表 わす 特 異 性 に よっ て誘 起 され る速度 に 関す る要 因 を 計

算す る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7090/94

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価 格:350ド ル

プ ログ ラム請 負 会 社:

Boe工ng'

(20)プ ロ グ ラ ム 名:横 振 動 の安 定 性解 析

プ ログ ラム 内容:横 ゆれ振 動 をす る大 きな宇宙 船 の安 定性 を解析 す る 場合 の方 法 と して2つ の数

値 で扱 う方 法 が ある。 そ のシ ス テ ム に おい て 含 まれ る振 動モ デル に は 次の もの

が あ る。 す な わ ち(1)ね じれ,(2)剛 体 の ゆれ,(5)浮 遊,(4)ジ ャイ ロの ゆ れ 率,(5)

エ ン ジン の回転 。軌 道 の ゆ れ部 分 にい る宇 宙船 の制 御 は ジャ イ ロのPostion

お よび率 に よ って行 なわ れ る。 そ の 固有 値 に対 す る シス テ ムの解 を求 め る方 法

は,特 性 方 程式 とマ トリ ックス の くり返 し近 似計 算 であ る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANWMAP,OBJECT
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価 格:275ド ル

プ ログ ラ ム 請 負 会 社:

MarshalユSpaceFユ1gh七Center

(21)プ ロ グ ラ ム名:地 球 軌 道 で 必 ず通 る点 を求 める プ ログ ラム

プ ログ ラ ム 内容:一 定 の推 力 を もった大 き な宇 宙 ロケ ・ トの軌 道 通 過点 を求 め る方 法 は標的 とな

る衛 星 を 動 かせ て,そ して 地球引 刀 モデ ィレを与 え る こ とに より行 な え る。

ハ ー ドウ エ ア:IBM7094/7044

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:275ド ル

プ ログ ラム請負 会社:

Boe工ng

(22)プ ロ グ ラ ム名:融 通性 の あ る宇 宙 ステ ーシ ・ンの ダ イナ ミ ック レス ポ ンス の計 算

プ ログ ラ ム内容:2つ の 大 きな 宇宙 ステ:シ.ン のダ イナ ミ ック レス ポ ンス特性 を計算 す る ため

に 作 られ た もので ある。 す なわ ちY-COnfrgUrat■Onと6角 形 のcon-

fragurationを 計 算す る。 これ らのプ ログ ラムは 回 転 してい る宇 宙ス テ ーシ ョ

ン を他 の宇 宙 船 にそ の中心 で ドッキン グ させ る時 に,そ の レス ポ ンス 特性 を 調

べ る こ とを ま ず最初 に行 な う。様式 のプ ログ ラムは飛 行 機 内の均 整 の とれた場

合 と均 整 の とれ な い場 合の回転 してい ない 宇 宙ス テ ーシ ョンの 自由振 動 モデル

を 計算す る。 レス ポ ンス を求 め るプ ログ ラム は運 動の線 形 化 され た方 程 式か ら

宇 宙 ステ ー シ ・ンの運 動経 緯を計 算 し,そ して自 由度 の融通 性を 定 義す るため

に ノ ーマ ルモ ー ドを用 い る。

ハ ー ドウ エ ア:工BM7090/7094

使 用 言 語:FoRTRANIVMAPoBJEcT

価 格:580ド ル

プ ロ グ ラム 請負 会社:

NorthA皿ericanAv工ation-S&工D

(25)プ ロ グ ラ ム 名:宇 宙 軌 道
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プ ログ ラ ム 内容 ニ ュ ー トンの 引力 の 法則 の もとでは 現時 点 で工芸 学 的に 可能 な3っ の 標的(月 ・

金星 ・火 星)の うち どれ か1つ へ 地 球 か ら調 査に 行 くため に 過去 の調 査か ら得

られ る高精 度 の軌道 を求 め る必 要か ら生 じた のが,こ の プ ログ ラ ムで あ る。 こ

の プ ログ ラム上 の重 点は 単精 度 演 算 と同 じ くらい の精 度 とコ ン ピ ュ ータの適 当

な演 算時 間(約30秒)で 解 答 を得 る ことで あ った け れ ど も,こ の プ ログ ラ ム

は 引 刀の影 響 の ため に太 陽,金 星,地 球,月,火 星,木 星 を十分 含 め て
,_般

的 な太 陽系 の飛 行 の 学習 に使 われ て い る。 プ ログ ラムは 調 査の た めだ け の運 動

方 程式 を 解 き,そ してとるに足 らない天 体の 摂 動は 無 視す るの で,あ る手近 か

な参 考 と して わ く星や 月 の位置 や速 度を求 め る た め には十 分 で あ る
。'座標が平 「

均 昼 夜 平線 と1950の 昼夜 平 分点 に基 づ い て 慣例 的 にGartesianシ ス テ

ムに 関 係す るの で プ ログ ラムで 使わ れ る かけ ろ うは 同 じ ような シス テ ムで一 様

に 表現 され る 。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANLVerS工On2MOnitor

価 格:1,240ド ル

プ ロ グ ラ ム請 負 会 社l

JetPropuls工onLaboratorア

(124)プ ロ グ ラ ム 名:サ ーベ イヤ ーの 月面 着陸

プ ログ ラム内 容:硬 面に着 陸 す るサ ーベ イヤ ー宇 宙 船の た め に安 定 限 界 を規 定 して5本 足 船 の着

陸動 作 の分析 をす る。 これ らの安 定 限 界 とは 独立 した着 陸パ ラメ ー タ,す な わ

ち船 の重 心 の線 形 速度,固 定 され たaxesの 船 に つい て角度 の率,船 の姿 勢,

月 面 傾斜,船 と 月面 の 間の マサ ツ係数等 の 関数 で あ る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM70940rUN工VAG1107

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:310ド ル

プログ ラム請 負会 社:

」etPr。puユsiOnLab。rat。ry
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(25)プ ロ グ ラム 名:リ ア ル ・タ イ ム ・オ ペ レ ーテ ィン グ ・シ ステ ム/560

プ ログ ラム 内容:リ アル ・タイ ム ・オペ レーテ ィン グ ・シ ス テ ム/560は 初期 に は アポ ロ宇 宙

計 算 を 支援 す る た めに開 発 さ れた もので あ り,以 下 に示 す 人 工衛 星セ ン ターに

お け る リアル ・タ イム ・コ ン ピ ュー タ構成 で使 用 され た もの で ある。 ア ポ ロ宇

宙 計画 の開 発 と支援,地 上 支援 シ ミ ュレ ーシ ・ン ・コ ンピ ュー タシス テ ム の開

閉 と支援,通 常 の ジ ・プ ・シ 。ップで の パ ッチ処 理の 支援 を す る。

ハ ー ド ウエ ア:工BM7094

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価ag':275ド ル

プ ログ ラム 請負 会社:

人 工衛 星セ ン タ ー

(126)プ ロ グ ラ ム 名:作 図 サ ブル ーチ ン を も ったベ ア リン グ解析

プ ログ ラム 内容:シ ス テ ム の解 析 を 行 な うこ とが で きる。FORTRANIVプ ロ グ ラム であ る。

あ るサ ブル ーチ ン が計 算結 果 か ら必要 なデ ー タを記 憶す る た めに呼 び込 まれて

9イ ンチ 四方 の枠 のSG4020に そ の 図形 を描 くことが で きる。

プ ログ ラムに ベ ア リング ・システ ムを 完全 に 記述 して 入力す る。

出力 と して図 形 と印刷 形式 の 両方 が ある。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094SC4020

使 用 言 語:FORTRANIVMAP

価 格:510ド ル

プ ログ ラム請 負会 社:

NorthA皿ericanRockwell-Rocke七dyne

(27)プ ロ グ ラ ム 名:コ ン ピ ュー タ に よる構造 応 力 の 見積

プ ログ ラム 内容:構 造 応 力 を 見積 る この プ ログ ラムには,ア メ リカ鋼構 造 協 会 便覧 で略 述 してい

る数 個 の軸,曲 げ ファ イバ応 力 の公式,そ の見積 技術,そ の 勇断,ね じれ応 力

計 算技 法 を も含 め て組込 まれ る。 多 くの物 理的 特 性 と軸 及 び 曲げ 負荷 状態 に 対

す る フ ァ イバ ー応 力 より計 算 され る負荷 とが入 力 プ ログ ラム に組込 まれ てい る。

ハ ー ド ウ エ ア:工BM7094
e
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使 用 言 語:FoRTRANIV,oBJEcT

価 格:275ド ル

プ ログ ラ ム請 負会 社:

NorthA皿ericanRockweユ1-Rocke七dyne

(28)プ ロ グ ラ ム 名:CRTグ ラ フの レ ー ム ・ フ ォ ー マ ・ トの 作 成

プ ロ グ ラ ム 内 容:こ の サ ブ ル ー チ ン で は,よ り 大 きい フ ォ ー マ ッ トの グ ラ フを 作 る た めSG4020

り

の フ レ ー ム を2個 結 合 して,そ の 上 に 多数 の ア レ イ を 描 くこ と が で き る 。SC

4020上 に グ ラ フ を 描 くた め の コ ー リン グ ・プ ロ グ ラ ム と ラ イ ブ ラ リ'プ ロ

グ ラ ム と の 間 に は イ ン タ ー フ ェ ース が あ る 。 最 小5個 あ る い は コ ー リン グ ・プ

ロ グ ラ ム に ょ っ て 決 ま る 最 大 数 の サ ブ ル 三 チ ン を コ ー ル す る こ と に ょ っ て図 を

描 く こ と が で き る 。

ハ ー ド ウ エ ア:IBM .7094,SC4020PlotterMAP

使 用 言 語:FORTRANIV

価 格:310ド ル

プ ロ グ ラ ム 請 負 会 社:

NorthA皿er■canRockwell-Spaceandエnfor皿ationSy日 七e皿Divlsion・

●
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